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はじめに

当センターは学内共同利用施設として多くの実績を残してきた映像隔測研究センター

を基礎として，平成７年４月１日に新たに発足した全国共同利用施設です。

この新しいセンターの設置計画は，前々センター長の石川敏雄名誉教授，および前

センター長の竹内延夫教授を委員長とする将来計画委員会での多くの，かつ熱心な論

議検討を踏まえて立てられたものです。委員会には学内外の先生にも加わっていただ

きました。私も当時，理学部から選出された委員として，そのお手伝いをさせて頂き

ました。

段々と煮詰まってきた計画案をみて，本当にこのようなセンターが実現できるのだ

ろうかと思ったこともございました。計画案の100％とはゆかないまでも，ほぼそれ

に近いものが認められ，新センターの発足をみた次第です。ここをかりて文部省はじ

め関係者の皆様にあらためてお礼を申し上げさせていただきます。

さて，センター年報発刊にあたり，当センターについて若干紹介させて頂きます。

当センターは，センサ・大気放射研究部門，地球環境情報解析研究部門，データベー

ス研究部門，の３つの研究部門と，それらを支援するかたちのデータベース開発運用

部から樹成されております。これらの各部門はその基礎的研究を推進するとともに，

たがいに迎挑して，リモートセンシングを利用した「地球環境学」の発展に寄与する

ことを目的としております。

発足以来，センターの整備を進める一方，対外的にはこれまでに「国際植生モニタ

リングシンポジウム」を開催し，また，中国，アラブ首長国連邦，モンゴル，インド

ネシア，ヴェトナム，スリランカなどでの海外調査を実施してきました。また研究交

流，情報交換の一層の推進を期して，海外関係機関との部局間協定などを積極的に進

めることとしています。

当センターの重要な仕事は全国共同利用施設としての責務を果たすことであり，積

極的に共同研究を推進することです。詳細については本文に紹介されていますが，現

在40数件をかぞえる共同研究が進行中で，その成果が期待されます。その他，ニュー

スレター(CEReSニュース)の発行や，月１回の頻度での研究集会(CEReSの夕べ)の

開催、また「データベースの開発と運用」など，各種のワーキンググループの作業な

どを進めています。

我々を取り巻く環境問題は，時代とともに，局地的なものから広域的なものまで，

また単純なものから複合的なものまで，多種多様になっています。この多種多様な環

境問題は，一つ一つ，その要因と，それらの相互関係を追究することが必要ですが，

一方広い視野でこれを捉えることも必要です。リモートセンシングは，そのための不

可欠な手段として，今後益々重視されてくるものと確信しています。



最近のリモートセンシング技術の進歩には目を見張るものがあります。何年か後に

は今日では想像もできないことまで分かるようになるかも知れません。しかしそれも

地域特性を踏まえた地上での科学的な，かつ地道な観測・調査の裏付けがあってのこ

とでしょう。そのためには国際的な研究協力が絶対に必要です。当センターが今後強

力に押し進めて行こうと考えているのはこの点です。アジア諸国からの留学生や研究

生を通して，また訪問される研究者を通して研究交流，情報交換を一層推進して行き

たいと考えております。

我々の目標は，このセンターをアジアにおける研究拠点とすることです。そこでの

主要な共通課題を「環境変動危機地域のモニタリングとその予測」としています。現

在このような点を含めて，将来への展望を若手研究者を中心として勉強会を行ってお

ります。

国立大学唯一のセンターとしての自覚と自負をもって，センター教職員一同，一層

の努力を続けてゆく所存ですが，皆様のご支援に期待するところも多々ございます。

今後とも変わらぬご支援，ご鞭達をお願い致し，年報発刊に際してのご挨拶とさせて

頂きます。

平成８年９月

千葉大学環境リモートセンシング研究センター長

新藤静夫
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[１］研究活動

■１．１センサ／大気放射研究部門

1.1.1．大気補正用多波長ライダーの設計

（竹内延夫,久世宏明，高村民雄）

地上を観iNＩする衛星イメージセンサから対象物を正しく判読するには，データの大気補正が

電要である。可視，近赤外領域で問題となる要因のうち，空気分子の散乱やオゾンの吸収はモ

デルの値を利用することが可能であるが，エアロゾルや水蒸気の分布は変化の幅が大きい。し

たがって，これらについては衛星センサと同期した観測を行うことが望まれる。平成７年度の

補正予算により環境リモートセンシング研究センターに設置されることが決まった大気補正４

波長ライダー（レーザーレーダー）は，この目的に鑑み，次のような仕様で設計された：１）高

度10kｍにおけるレイリー散乱を測定できること，２）エアロゾルの粒径分布を測定するため，

350-1060,ｍの範囲に４波長を有すること，３)偏光のi剛定が可能なこと，４）ラマン散乱の

方法により水蒸気の情報が測定可能であること。（[7]新規大型設備を参照）

1.1.2．ＬＯＷＴＲＡＮ７によるライダーの信号雑音比の検討

（久世宏明，竹内延夫，櫻田安志，強敏）

大気環境を計i則するライダーの性能の計算に当たって，従来は背景光については代表的な数

値(たとえばOO8Wm-2sr-1nm-1）を用いておおまかな見積りのみを行うことが多かった。こ

の研究では，季節や観ijlIの時刻，方向を考慮して背景光強度を求め，ライダー信号の信号対雑

音比を評価するため，代表的な大気モデルのシミュレーションプログラムの－つであるＬＯＷ

ＴＲＡＮ７による計算を行った。同時に小型ライダー装置についてライダー信号をシミュレーショ

ンと比較し，その雑音特性について検討を行った。

1.1.3．可搬型ライダーを用いた大気ゆらぎの研究

（櫻田安志，岡崎祐一，久世宏明，竹内延夫）

通常のライダー計測では，大気の消散係数の安定

な導出のために，観測した佶号を多数回加算平均し

て解析に用いている。このような操作の結果，信号

内に含まれている大気ゆらぎなどの微細な情報は消

失されてしまう。本研究では，ライダー信号を平均

操作を行わずに解析することにより，そこから人気

ゆらぎの情報を抽１１Ｉした。さらに得られたデータを

元に，大気ゆらぎの時ＩＨＩ的・空間的なスペクトル解

析を行った。今後は，商速繰り返しが可能な半導体

レーザー励起のＹＡＧレーザーを光源として用いて，

大気の時間的変動の観測を行う予定である。 可搬型ライダー

－１－



1.1.4．可搬型ライダーを用いた多重散乱の研究

（岡崎裕一，櫻田安志，強敏，久世宏明，竹内延夫）

多重散乱の現象は，大気の関与する様々な光学観測において重要な役割を果たしている。本

研究では,パルスエネルギー１２０，J，波長５３２，ｍ，望遠鏡口径２０ｃｍの可搬型ライダー（図

参照)を用い，その視野角(FOV)を２－１０，radの範囲で変化させることによって，ライダー

信号における多繭散乱の寄与を実験的に調べた。ＦＯＶの増加に伴いＡスコープのピークは原

点方向に移動し，強度は６倍から８倍増加する。ライダー信号から消散係数を求めるに当たっ

ては，多重散乱効果を正しく考慮することが必要である。

1.1.5．差分吸収ライダーによるＮＯｘの検出

（鳥海良一.，田井秀男.，久世宏明，竹内延夫・東京ガスＩＴ研）

これまで，ＹＡＧレーザー励起のチタン・サファイアレーザーを光源とした差分吸収ライダー

（DIAL)を開発し，ＮＯ２についてディーゼルエンジンを発生源として雅礎実験を行ってきた。

本年度は，新たに２種類の非線形光学結晶によって和周波および２倍商調波を発生させること

により，波長2268,ｍでパルスあたり４，Ｊの出力が得られ，これを用いてＮＯのＤＩＡＬ計測

を行った。口径25ｃｍの望遠鏡を用い，約130ｍ遠方のエンジンを標的とした信号を90パルス

対に対して獄算することにより，ＮＯの信号をＳ／Ｎ＝５で観測することができた。

1.1.6．高濃度大気汚染の光学的観測

（櫻田安志，神保直弘，金田真一，紐建国，久世宏明，高村民雄，竹内延夫）

初冬期の関東地方では，高濃度の大気汚染現象が頻繁に起こる。近年，この現象の実態解明

を目指して，大気汚染物質の観測や高濃度蓄積のメカニズムの研究が行われており，われわれ

のグループも，可搬型ライダーシステム，サンフォトメータ，および太陽追尾型可視域太陽光

光度計を用いて，埼玉大学および千葉大学において実地観測を行った。その結果，ライダーと

サンフォトメータによって，大気下部の逆転層・混合屑に蓄積された汚染物質の空間的構造が

明瞭になり，その拡散にともなう大気の光学的厚さの変化の様子が明かになった。この研究は

工業技術院の資源環境技術総合研究所が中心となって実施した1995年度冬季高濃度汚染気象

調査の一部として，千葉大学の環境リモートセンシング研究センターのグループが行ったもの

である。

1.1.7．排煙の着色現象の研究

（竹内延夫，小山友明，金田真一，櫻田安志，高村民雄）

大気中の粉体による散乱現象と目で見たときに感じる色彩との関迎を取り上げた研究である。

リモートセンシングにおいてセンサによって対象物からの分光反射率等をillII定するとき，その

人射光や反射光は大気中の散乱・吸収，パスラディアンスの影響を受ける。本研究では粉体と

して，高濃度である排煙を対象として，その粒径分布，太陽光の位置に対する天空光輝度スペ

クトルを測定し，（xy)色度座標の値を求め，物理心理量として色の変化にどのように対応す

るかを調べた。その結果，晴れていて太陽光の位置の変化とともに散乱角が増加する場合，

(xy)色度値は右上から白色(中央値)を通って左下に移動し，曇っている場合は中央付近を排
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掴することが観測された。今後，散乱理論による解析を行う予定である。

1.1.8．大気ＮＯ２コラム全量の光学計測

（鉦建国，櫻田安志，久世宏明，竹内延夫）

太陽光を光源として大気中の窒素酸化物の全量濃度(柱状濃度)を吸収スペクトルから演算に

よって求める方法である。本研究では大気の吸収のない太陽光スペクトルとして，米国Kitt

Peakで測定されたデータで代用することによって求めた。両データの波長分解能を合わせ，

測定器の非線形性による波長のずれを補正し，誤差の少ないスペクトルを求めて，計算値と比

較して最小自乗法によって精度の高い濃度値を求めた。特に，1995年12月の高濃度ＮＯ２発生

時の柱状濃度観測を行い，東京，埼玉の風速の鉛直分布との比較から大気低層のＮＯ２濃度の

時間変化を求め(図参照)，地上局の観測と良く一致することを見いだした。
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1.1.9．航空機搭載スリーラインセンサの幾何補正の研究

（榎本真貴，李崎，久世宏明，竹内延夫，松本好高。 ≦（株）コア）

リモートセンシングの－分野である航空機利用の立体地図作成において，３本の１次元リニ

アアレイＣＣＤセンサを用いた画像の幾何補正について検討を行った。従来の写真撮影の方法

と比較した場合，このＣＣＤセンサを用いる方式では画像情報が最初からデジタル情報として

得られ，また高度500ｍから撮像した場合，理論的には,０ｃｍの地上分解能が達成される。こ

の方式の欠点として最も問題となるのは航空機の姿勢変動による像の歪みであるが，本研究で

は航空機の姿勢データを茶にして像データを補正し，その補正の精度について定量的評価を行っ

た。直線度が良好であることが知られている荻窪．吉祥寺間のＪＲ中央線を対象とした評価の

結果，３軸の補正を行えば，前方視．直下視．後方視とも理論値の数倍程度まで良好な画像が

得られることが明かとなった。航空機の姿勢センサの改善により，さらに理論的限界に近い補

正が行えるものと思われる。
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1.1.10大気成分比の超精密測定の研究

（鰊雁群，井上元｡，久世宏明，竹内延夫 ゛国立環境研究所）

地球温暖化の主要原因がＣＯ２の増加によることは良く知られている。しかし，それが炭化

水素の燃焼によるものであるとすればＣＯ２の増加に見合った量だけ，酸素が減少する筈であ

る。しかし，全酸素量に対してその減少は10-`程度であるので，その検証は非常に難しい。

本研究では安定な紫外光源を開発し，極くわずかの成分比である酸素の減少量を測定すること

を目的に光源の安定性，雑音等を測定し，感度計算を行った。

1.1.11．共振器内分散効果による大気微量成分気体の高感度検出

（山本智－，麦野明，塩見高史，尾松孝茂衾，盛永篤郎｡.，久世宏明，竹内延夫

・千葉大学工学部，。・東京理科大学）

地球環境問題では極微量(ppb以下)の大気成分気体を高感度で測定することがしばしば求め

られる。このセンサ技術の確立をめざし，理論的検証と基礎実験を行っている。センサの本質

的な構成要素である半導体レーザー光源に関し，発振線幅の狭帯域化のために外部共振器を構

成して，その特性を高フィネスのエタロンで測定した。共振器内に気体を導入し，複素屈折率

の実数部分の変化を利用することによって，従来の高感度分光法である周波数変調法よりもさ

らに１桁以上高い感度での測定が可能となることが理論的に明かとなった。

1.1.12．ＴＯＭＳ衛星データによる台風の研究

（本多弘典，荻野清文，小川達也，竹内延夫）

台風上のオゾン濃度が中心部で増加し，周辺部で環状に減少している現象を解明するために

ＮＩＭＢＵＳ７搭載のＴＯＭＳセンサ(1978.11-1994.12)のVersion6の全データを調べ，約半数

の台風位置でオゾン濃度に特徴が現れることを見いだした。この特徴と台風経路図や台風の中

心気圧・暴風圏の大きさ，ひまわりの雲画像とを比較し，その特徴の成因を検討した。雲画像

からはオゾンが高濃度になっているところでは壁雲が陥没しており〆成層圏側に下降気流があ

るらしいことなどが分かった。また，ＴＯＭＳオゾン濃度と札幌，館野，鹿児島のゾンデデータ

やドブソン計のデータを比較して，ＴＯＭＳオゾン濃度と地上観測との間に大きな誤差が現れる

ことがあることを見いだした。

1.1.13．ＳＳＭ／|衛星センサ雲水丘画像における台風の研究

（竹内延夫，風間隆博，高橋憲一，本多弘典，徳野正己.，柴田彰.`，高村民雄

・気象衛星センター，・・気象研究所）

米国気象衛星ＤＭＳＰに搭載されたＳＳＭ／Iは19GＨｚから85GＨｚまでの水平(Ｈ）・垂直(Ｖ)の

２偏光で４周波の７チャンネル(23GＨｚのみＶ偏光のみ)を有する。水蒸気や水滴の減衰係数は１０

GＨｚくらいから徐々に増大するので，この周波数が異なる測定データを組合わせることによっ

て，可降水量，雲水量，降雨量の導出に適している。本研究では台風位置における雲水量を

SSM／Iデータから求め，台風に含まれる全量を求めるにはどのような閾値を設けるのが良い

かを検討した。また，１９GＨｚによる雲水量値と37GＨｚによるものとの相違の原因を検討した。

－４－



1.1.14．エアロソルの経年変動一ピナツボ噴火その後の傾向

（高村民雄，浅野正二.，三宅昌人｡｡，金田真一・気象研究所，・・防衛大学校）

1990年より，大気環境の変動調査の一環としてエアロソルをターゲットに，サンフォトメー

タによる太陽光の波長別減衰愚の測定を継続観測中である。この'１M地球規模現象としてフィリ

ピン・ピナツポ火山の大噴火(1991.6)がおこり，大量の成層圏エアロソルが検冊されてきた。

最藤期の日本付近の濃度(1992.2)は，冬季の観測を見ると殆ど対流圏の通年の平均に匹敵す

るほどのものであった。その後徐々に濃度が低下しており，現在は殆ど平年値か，ごく弱い濃

度状態である。一方，衛星データから地表情報を抽出するには大気効果を補正する必要があり，

その場合にはエアロソルの情報が不可欠である。時間的空間的に変動の多いエアロソルを補正

に使用するには，これを常時モーターする必要がある。放射収支に与えるエアロソルの効果を

含めて槻illI・解析を継続中である。

1.1.15．マイクロ波放射計による可降水量の推定

（越智文久.，高村民雄，安藤康弘画，風間茂穂.．。防衛大学校，・・綜合電子(株)）

大気のエネルギー収支に重要な可降水量(カラム水蒸気最)の測定には様々な方法があるが，

本研究では，新しく開発した周波数可変型の放射計を用いた方法を提案した。この方法は，

22.235GＨｚの水蒸気吸収線を含むマイクロ波Ｋバンドのスペクトル全域を用いて推定する方

法である。この方法は，雲の存在に殆ど影響されずに求められる特徴を持つが，一方，広帯域

のためアンテナの制約から，天空輝度温度とアンテナ輝度温度にかなりの開きがあり，その補

正が問題となっている。放射計の絶対検定と相まって，天空輝度温度を正しく推定する方法を

提案し，計算機によるシミュレーションで考察中である。

1.1.16水蒸気量，雲水丘の高度分布測定

（高村民雄，早坂忠裕.，滝本訓久・東北大学）

大気中の水蒸気の行方は，日常的な気象現象の解明と共に，潜熱の輸送や水循環の観点から

も極めて重要なパラメータの一つである。ここでは，22.23GＨｚと183.3GＨｚの水蒸気の吸収

線を含む７チャンネルの地上設置型放射計を用いて，水蒸気の高度分布を求める方法について

研究する。後者の吸収線は極めて強く，殆ど最下層に荷重関数が掛かっており，上層の水蒸気

情報はない。一方前者は比較的弱い吸収線であり，大気全層が見通せる。まず第一に全層の水

蒸気量(可降水量)と雲水量(LiquidWaterPath)を求める方法を従来の手法の延長上で求めた。

ただしこれまでにない周波数も併用して，従来精度の出なかった雲水量についても高精度化を

はかった。今後は，このカラム全量をもとに他チャンネル情報も利用して高度分布を推定する

アルゴリズムを作成する計画である。

1.1.17．マイクロ波放射計の誤差要因となる外来雑音について

（高村民雄，山田武史.，風間茂穂璽，越智文久.・・綜合電子(株)，・・防衛大学校）

周波数可変型放射計では，従来の２周波型放射計と異なり外来雑音_特に通信による強力な

電波を受信する可能性が高くなる。マイクロ波Ｋバンド(18.0-265GＨｚ)にも移動体通信用周

波数が割り当てられており，地上ベースで用いる場合に問題となる。この観点から，放射計を
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用いたi剛定と同様の条件のもとで，主として人為起源と予想される外来雑音の観測を行った。

その結果，通信等の人為源と考えられるものは検出できなかった。これは，拡散通信のような

通信技術の変化や，放射：|･自身の広帯域化によって，見かけ上検出しにくいことも考えられる。

水蒸気，雲水の検！}}等においては，今後も観測時に並行して測定する事が必要であることが示

唆される。

1.1.18．リモートセンシングによる地表状態の推定

（高村民雄，菅原広史.，小林隆久｡．・防衛大学校，・・気象研究所）

都市化に伴う地表面状態の変化が大気環境にもたらす影響はい様々な角度から研究されてい

る。本研究は，地表耐熱収支の観点から，都市化がもたらす地表面反射率(アルベド)の変化と

対応する赤外域の射(1)放射について，主として航空機観測によって明らかにしようとするもの

である。都市域を構成するの表面素材の違い，立体構造(都市キャノピー)等による放射に対す

る影響を，都市計画資料等による都市情報を参照して，観測データと比較解明する。現在，都

市情報の整った札幌，東京等の都市を中心に観測・解析を継続中である。

■１．２地球環境情報解析研究部門

1.2.1．カラー写真像を形成しているアゾメチン型色素の溶液の光化学的挙動（継続）

（三輪卓司，池田卓）

カラー写真像を形成しているアゾメチン型色素の最低励起状態の性質を調べる為に，蛍光と

燐光を測定する為の装置の製作，測定法の検討を継続して行って来た。また，アゾメチン型色

素で形成される色素像の変退色の機構を解明し，保存性の向上をはかる為に，アゾメチン型色

素の溶液の変退色機構に付いても系統的に研究してきた。しかし，今年度は，新センターに組

織替えとなり，センター名等との整合性をとる為に，今年度は準備期間とし，禰々の理念的，

論理的検討に止め，実験等はあまりしなかったので，実験的に新規な結果は得られて居ない。

1.2.2．カラー写真像を形成しているアゾメチン型色素の溶液の電気化学的挙動（継続）

（三輪卓司，池Ｈ１卓）

カラー写真像の変退色機櫛を解明する為に，光化学的検討と電気化学的検討を総合して，変

退色機構を解明するＶ;を目的として，モデル色素と実際にカラーフィルム，印画紙等に使用さ

れているアゾメチン型の色素溶液に付いて電気化学的に系統的な検討を行い，有用な結果を得

てきた。しかし，今ｲﾄﾞ度は，新センターに組織替えとなり，センター名等との整合性をとる為

に，今年度は準Mil0jllljとし，穂々の理念的，論理的検討に止め，実験等はあまりしなかったの

で，実験的に新規な結果は得られて居ない。

1.2.3．ＡＶＨＲＲＧＡＣデータの幾何学補正

（三輪卓司建石隆太郎，斉藤公明）

ＡＶＨＲＲＧＡＣデータの幾何補正に必用なGCP(地上基準点)の数と精度を求める事を目的と
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する。公称解像度４kｍ，走査幅2800kｍ，１シーンで地球をほぼ１周するGlobalArea

Coverage(ＧＡＣ）画像を対象とする。位置精度05～２kｍのディジタル地図（DigitalChart

oftheWorld（DCＷ)）からＧＣＰ及びチェック点を取る。ケプラーの軌道６要素と人工衛星の

姿勢角Acdcdの計９変数を最大未知数とし，ＧＣＰとＧＡＣデータに含まれる軌道データから共

線条件式から未知数を求める方法で幾何補正を行う。ＧＡＣデータ４シーンを対象にＧＣＰの数

を変えて調べた結果，ＧＣＰ６点で幾何補正精度約１画素が得られた。また，日中のみの部分領

域を対象とする場合，ＧＣＰ２点で幾何補正精度約１画素が得られた。これらの結果は，地球環

境の研究に不可欠なグローバルな衛星データの前処理に必要な知見を与える。

1.2.4．人物写真におけるピント評価

（三輪卓司，池田卓，大沼一彦｡，田村尚・工学部情報工学科助教授）

好ましい画像を自動識別する事は工学的に重要な課題である。ピントは好ましさを決める重

要な因子であり，人物写真では主観が重要となる。この研究では主観的評価を含めたピント評

価に適した物理風を求める事を目的とした。先ず系統的にピントを外した写真を多数作製し，

主観評価を行った。次にそれ等の写真をディジタルデータに変換し，主観評価結果と良好な相

関を示す物理獄を求めるために，種々な処理を行った。特にウェープレット変換の有効性を予

想して，眉毛領域，目領域の差分濃度データに適用し，周波数と平均振幅の関係がピントズレ

により特徴的な変化をする事を見い出した。この関係より特定された周波数の平均振幅と１／２

倍の周波数の平均振幅の差が，特定周波数と２倍の周波数の平均振幅の差より小さい場合にピ

ントが合って主観評価される事を見い出した。更に，この関係は，搬影倍率，写真処理条件等

に殆ど影孵されない事が確認され，客観的ピント判定の物理Ｈ１として有効である事が確認され

た。

1.2.5．ポートレイトにおける好ましい濃度分布と照明の関係

（三輪卓司，大沼一彦｡，池田卓，毛利泰明・工学部情報工学科助教授）

好ましい画像を自動識別する事は工学的に重要な課題である。鰻度分布，つまり調子再現

は，特にポートレイトでは極めて重要な因子であり，主観的要素が強い。この研究は，好まし

い濃度分布の評価に適する物理量を求める事を目的とした。先ず複数のモデルを種々の照明等

の条件で撮影した多数の写真を主観評価した。また顔の形状データを取得した。次にそれらの

写真をディジタルデータに変換し，主観評価値，顔の形状データと良好な相関を示す物理量を

求めるために種々な処理，解析を行った。頬領域の濃度分布，形状，主観評価値の相関を調べ

る事により，好ましい写真の濃度域，譜調の範囲が特定された。好ましい範囲は，モデルに依

存しない領域として求められたが，最も好ましい領域はモデル，つまり顔の形状に依存し，詳

細な凹凸や頬領域の勾配との対応関係が求められた。その結果，細かな凹凸，勾配等が明瞭に

は再現されず，滑らかな濃度分布として再現される事が重要であり，その度合いも特定された。

1.2.6．コンタクトレンズの散乱評価

（三輪卓司，池田卓，三島健一）

コンタクトレンズの散乱の角度分布を測定する為に，Ｈｅ－Ｎｅレーザーを光源とし，角度を

自動掃引できる散乱光角度分布測定装置を作製し，種々のレンズに付いて，種々な条件で測定
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し，実際の装着条件における散乱光の角度分布を推定した。現在，光源を連続光のキセノン灯

にし，分光装置を通して，種々の角度における散乱光の波長依存性を測定できる装置に改良し

ている。装置完成次第，穂々のレンズについて，種々の条件でiHll定し，実際の装着条件におけ

る散乱光の角度分布を推定する。更に，実際に装着した場合の主観的な散乱効果の主観評価値

と試作装置で測定した散乱光の角度分布との相関関係を解析し，散乱の実際の装着時の視覚に

及ぼす影響を調べる予定である。

1.2.7.環境調査，評価に不可欠な基本データの収集とデータベースの作製：植物と±埴の分

光スペクトルⅡ

（三輪卓司，池田卓，林繁成｡，河野太郎..，細谷幸治.。

・日本大学文理学部化学科教授，．。日本大学文理学部化学科学生）

人工衛星データの適切な処理，解析，評価に不可欠なグランドトゥルースデータを取得，収

集し，データベースを作製する事を目的として，自然環境を櫛成している主要索である樹木葉

と土壌について，主として分光光度計で分光反射・透過スペクトルを測定した。樹木葉に付い

ては，測定法，葉の配置法等によるスペクトルの変動を詳細に調べ，顕著な波長依存性および

顕著な葉の配置法による変動を確認し，変動の様子，大きさを求めた。次年度は実際の着枝状

態をシミュレートする種々な測定を行い，樹木葉のグランドトゥルースデータの取得法を確立

する。土壌等は，モデル士域を用いて，水と有機質の含量による変化を詳細に調べた。

水に付いては，含量を求めるキャリブレーション法と曲線が求められたが，有機質に付いて

は，種々な問題があり，水分と有機質量を連立方程式により推定する方法を検討している。

1.2.8．平成７年度環境科学研究機構特定研究：千葉県における環境問題とその対策に関する

研究；リモートセンシングによる環境調査に関する研究；千葉地域の環境調査，評価に不

可欠な基本データの収集とデータベースの作成

（三輪卓司，池田卓）

樹木葉に付いての結果概要を反射と透過に分けて記す。反射；１）密着重ねの場合，枚数に

辿れて反射率は増加するが，重ね合わせ方には殆ど依存せず，６枚程度でほぼ飽和値に達する。

2)重ね合わせ効果は顕著な波長依存性を示し，柴外・可視域では実質上無く，800-1300nｍ

域では顕著な，1500-1900,ｍ域では800-1300,ｍ域程では無いが明瞭な，2100-2500,ｍ

域ではかなりの，１）で記述した変化が認められる。また，列記した波長域以外では水分等に

よる強い吸収があり，明瞭でない。３)葉間，葉の後ろ側の影響は距離に連れて減少し，数セ

ンチ程度で無視できる程度になる。４）反射スペクトルは樹種，成熟度，健常度等によりかな

り変化するが，１～3）の結果は樹種等に殆ど依存しない。透過；透過スペクトルも顕著な波長

依存性を示す。１）密着重ねの場合，枚数に連れて透過率は減少する。最も透過率の良い800-

1300,ｍ域においても７枚程度で実質上無視できる大きさになる。２）透過は殆ど拡散透過で，

スペキュラー透過成分は１％以下程度である。また拡散透過成分も５－１０ｃｍで実質上無視で

きる強度に減衰する。

土壌等の反射スペクトルは，水による1450付近と1950,ｍ付近の吸収帯以外には，有機質

が多く，水分が比較的小な場合に2050nｍ付近に吸収帯が認められる程度で，特徴的な吸収

帯は観測されない。反射スペクトルの形から土質の判別は可能と思われるが，試料数が少ない

ため，精度，範囲等は不明である。水分は，含量が小さい領域では特徴吸収帯の反射率変化，
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含量が大きな領域では特徴吸収帯でない波長域の反射率変化を用いる事により良い精度で推定

できる。有機質含量は，特徴吸収帯が水分の特徴吸収帯に接近しているために，水分の影響を

強く受け，定量の精度は著しく低下する。現在水分変化と有機質変化を同時に求める方法に付

いて検討中である。

1.29．アジア土地被覆データセットの作成

（建石陸太郎，黄少博，温成剛）

全アジアおよびオセアニアの30秒グリッド土地被覆データを作成することを目標としてい

る。現在は1990年のグローバル８ｋｍ，１０－daycompositeAVHRRデータを用いて４分グリッ

ドの土地被覆データを作成中である。地球環境研究にも広域土地利用計画にも応用可能な土地

被覆分類項目システムを作成した。１０－daycompositeAVHRRデータから作成したmonthly

データからphenologyによる各種特徴画像を抽出し，既存の地図・資料を参考にしてグラン

ドトルースデータを収集中である。ディシジョンツリー法により分類する。1996年中に４分

グリッド土地被覆データを完成させる予定である。本研究はアジア・オセアニア２９ケ国49人

との共同研究である。

AVＨＲＲデータmonthlyNDVIのクラスター分析(裏表紙も参照）

1.2.10．ＡＶＨＲＲデータによる変化検出

（建石隆太郎，松岡真如）

1982年から1994年までのグローバル８ｋｍ，１０－daycompositeAVHRRデータを用いて地

表面変化の検出がどこまで可能であるかどうかを調べる研究である。異なる時期のデータの値

の差の要因には，地表面変化以外に太陽天頂角，走査角，太陽センサ方位角，８ｋｍデータの

サンプリング，大気状態，センサの感度などの要因がある。地表面変化がないと見なせる接近

したデータを用いて，まず走査角による影響を検討中である。
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1.2.11．ＡＶＨＲＲデータの前処理に関する研究

（建石陸太郎，竹内章司，本多嘉明，梶原康司，佐藤貴之，斉藤公明）

ＡＶHRRデータの幾何補正と大気補正に関する研究である。１シーンが地球を１周している

AVHRR-GACデータに対し幾何補正するときに必要なＧＣＰの点数を求めた。幾何補正手法は

GCPにおける共線条件式を用いて軌道要素パラメータを求める方法（橋本法）である。地球１

周に対しＧＣＰが最低５点，昼間部分のみに対しＧＣＰが岐低２点必要であることがわかった。

大気補正に関しては，最近用いられ始めた６ｓの有効性を検討した。１日違いと７日連いの３

シーンのＡＶHRRを用い，太陽，センサの角度条件の述いによる大気の影響の差が６ｓで補

正できるかどうかを検討した。木実験では，確実な有効性の検証には至らなかった。

1.2.12．植被率の推定に関する研究

（建石隆太郎，石山陸，ツエレンフー・プレブドルジュ）

衛星データから植被率を推定することを目的とする研究である。衛星データの近赤外バンド

と赤バンドとからVegetationlndex(Ⅵ)を求め，Ⅵから植被率を推定する方法を検討している。

一般に，Ⅵは，土壌の種類，含水量により異なるため，その影響のもっとも少ないⅥを選ぶの

が当面の課題である。検討しているⅥは，NormalizedDifferenceVegetationlndex

(ＮDVI)，SoilAdjustedVegetaionlndex(ＳＡＶＩ)，ModifiedSoilAdjustedVegetationlndex

(MSAVI）である。室内実験と野外実験を計画しており，室内実験では，第１に平面的な葉と

含水量を変化させた土で行い，第２に立体的な草を用いて行う予定である。

1.2.13．リモートセンシング・ＧＩＳによる地域の環境変化の解析

（建石陸太郎，グラディス・オレゴ，ケトット・ウィカンティカ）

地域的な様々な地表の環境変化をリモートセンシングおよびＧＩＳにより把握し，その実態

を明らかにする研究である。２つのケーススタディを行った。１つは，パラグアイ北西部にお

ける農地開拓および放牧のための森林伐採による半砂漠地の拡大である。1966年から1988年

にかけての航空写真,LandsatTMデータ，１:250,000の地図を資料として，砂漠化の進行を

調査中である。もう１つのケーススタディは，インドネシア，ジャワ島西部の土地利用変化の

把握と解析である。この地域ではこの数年，都市域の拡大が進んでいる。1990年から1996年

のLandsatデータ，ＪＥＲＳ－１データ，航空写真，地図を資料とし，土地利用，標高，水域，

交通網のデータを作成し，土地利用変化を解析する。

■１．３データベース研究部門

1.3.1．安定同位体を利用した火山島の水文循環に関する研究

（新藤静夫，町田功）

火山島は島喚であるという条件，つまり周辺を海に限られている地理条件と，火山岩からな

るという条件，つまり比較的単純な地質条件を有し，水文学的研究の場として興味ある対象と

いえる。本研究の対象地は伊豆諸島のうち，玄武岩質の岩石からなる八丈島，三宅島と,流紋
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岩質の岩石からなる新品，式根島である。これまでにこれらの地域の水文地質学的調査を終え，

現在は降水，湧水，地下水，地表水の一般水質と，水素および酸素の安定同位体を利用した水

循環機構に関する研究を続けている。これまで，１～２カ月に一回の頻度で採取している水試

料の分析結果から，降水の安定同位体の季節変動とその地域分布が明らかにされ，さらに湧水

や地下水の酒養源の間度(＝掴養域)の推定が可能であることを示した。

1.3.2．アラブ首長国連邦における地下水の酒養樋構に関する研究

（新藤静夫，唐常源，近藤昭彦）

アラブ首長国連邦はアラビア半島の先端，ペルシャ湾の湾口に位置する。年'１１１の降水量は

100～500ｍｍで，国土のほとんどは乾燥地域となっている。生活用水,工業1Ⅱ水，農業用水，

さらに緑化事業のための水源のかなりの部分は，塩水を蒸留して得た淡水に依存しているが，

塩分濃度の高い地下水の利用も多く，とりわけ東部のオマーン山地に近い地域ではその比率は

むしろ地下水の方が大きく，一部の地域では年間の水位低下量が３～５ｍに達している。

地下水位の低下はいうまでもなく，地下水の揚水職が禰養量を上回っているためであって，

先方政府では最近に至って事態の深刻さを認識し，地下水利用の適正化を真剣に検討するとと

もに，人工的に地下水資源を増強する手段，つまり地下水の人工酒養や地下ダムの建設を検討

し始めている。

本研究は上記の背景のもとに，先方機関とくにＵＡＥ大学との共同研究によって進めている

もので，平成６～７年はコスモ石油ＫＫの研究助成により，また平成８年は文部省国際学術研

究により実施したものである。なお，本課題は共同研究として引続き継続することとしている。

1.3.3．岩質の異なる流域の比流量に関する研究

（新藤静夫，唐常源，李善勲）

河川の比流員(特に渇水比流量)は流域の水文地質や水文地形特性を表す指標として有効であ

る。また森林伐採や植林，森林の成長といった環境変化をも反映する。この研究は愛知県瀬戸

TIT，小原村の花崗岩からなる流域(東京大学愛知演習林，小原村森林組合流域)を対象として昭

和60年から継続しているもので，この間に試験流域内で森林伐採と植林が行なわれ，環境変

化による比流量の変化を追うことが可能となった。岩質の違いによる比流駿については，上記

の対象地域をさらに拡大して，同じ花崗岩流域でありながら，深部風化の進んだ流域(細粒花

岡岩山地)と，表層風化に留まっている流域(粗粒花岡岩山地)の比流量を比較することとして

いる。

1.3.4．放射性廃棄物処分に関する地質情報の集約と研究の組織化

（新藤静夫）

この研究は筆者を代炎とする平成７年度の総合研究(B)として進められたものであり。引続

き総合研究(Ａ)として企illiiしているものである。この研究の目的とするところは，課題名にあ

るように，放射性廃棄物の地層処分という問題に収散し得る地質科学諸分野のこれまでの知見

を集約するとともに，今後明らかにすべき課題を設定することにある。すなわち，

①地層処分の対象地を特定するとしないにかかわらず，天然バリアとしての地盤の安定性の評

価や，物質の運搬者としての地下水の特性など，この問題にかかわる重要事項に関して，現段
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階で普遍的に言及できる点は何処までなのか。

②地質科学の個々の分野でこれまでに追究され，蓄穣されてきた知見をこの問題に集約させた

場合，何処までこれに応えられるのか。また不足している点は何か。

③数千年から数万年にわたる超長期間の安全性の保証をどのような根拠に依って示すことがで

きるのか。

を検討し，今後の研究のうえで追究すべき問題を明示することにある。①に関しては地圏環境

の地域的多様性から普遍的に論及できる内容とそのレベルについては限られたものとならざる

を得ないとはいえ，それを明示しておく意味は大きい。②に関しては，廃棄物処理問題はまさ

に学際的かつ総合的取り組みを必要とし，文字どおり“総合研究,’としての意義が大きい。

ある分野では未知の問題でも他の分野では解決済みといったことがあり得るし，また異分野を

総合することによって新しい展開が期待されるからである。これはこの総研の狙いの一つでも

ある。③に関しては，地厨中に固定されている類似の現象の解析から手がかりが得られるとさ

れ，最近多くの関心が寄せられている。ナチュラルアナログ研究がそれである。ここでは鉱床

学，鉱物学，地球化学，地史学，古水文学，堆積学などの協力のもとに，新たな研究分野の開

拓が期待される。

1.3.5．アジアの植生・土地被覆変化による広域蒸発散量変化の推定

（近藤昭彦）

土地被覆の変化は地域の水収支・熱収支を変化させ，グローバルな気候変化の原因となるは

ずである，という仮説を検証するための第一段階として広域可能蒸発量とその変化に関するモ

デル計算を行った。まず植生指標によるアジア地域の植生・土地被覆分類図、および自然植生

図の作成を行い，分類項目ごとの水文パラメーターをグローバルデータセットを用いて抽出し，

それを用いて広域可能蒸発量分布の計算を行った。その結果，インド亜大陸，中国東部等で歴

史時代における可能蒸発量の変化が大きいことが推定できた。次年度の課題は水文学的機能に

基づく植生分類の精度を上げること。

1.3.6．スリランカ，マハウェリ河上流域における土地被覆変化が流況に及ぼした影響

（近藤昭彦，宮下雄次．・筑波大学地球科学研究科）

研究対象地域では自然植生から広大な茶園への変化，茶から商品作物への転換，茶畑，畑地

の耕作放棄という土地利用変化の歴史の中で河川の流況が大きく変化した。その変化は雨期に

おける流量の増加，乾期における流量の減少として現われている。過去の土地利用変化につい

ては統計値があるので，最近10年間についてランドサットＭＳＳとMOS1／ＭＥSSRにより土

地利用変化を抽出している。また，地理情報システムによって現地調査結果を含む複数の地理

情報を集積しつつあり，最終的には土地被覆と流況の変化の定量的解釈を目指している。

1.3.7．地理情報システムを用いた流域水文情報の抽出法に関する研究

（近藤昭彦，樋口篤志．・筑波大学地球科学研究科）

それぞれ個別に得られる複数の流域水文情報(土地被覆，気象データ等の水循環に関わるパ

ラメータ)を地理情報システムを用いて統合し，流域の水収支データと比較した。中国，准河

流域における複数の水文観測所の水文観測データを用いて求めた水収支特性は流域の土地被覆
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状況，標高分布によってよく説明できることを示した。特に，半乾燥地域における実蒸発散量

と可能蒸発散砒の補鬼００係にＩ１０する実証的なデータを得ることができた。蓄枇した地理情報は

今後，衛屋データ解析の際の検ijl[11)データとして用いる。

1.3.8．NOAA／ＡＶＨＲＲの輝度温度と植生指標を用いた地表面乾湿状態の推定

（近藤昭彦，樋口篤志．・筑波大学地球科学研究科）

地表面の乾燥，湿潤によってI[味放射量の潜熱と顕熱への分配割合が変化する。その関係は

械生指標をＸ座標，繩度温度をＹ座標とする二次元散布図で右下がりの直線で表され，乾燥

の程度が大きくなるほど匝線の傾きは大きくなる。この関係を検証するために，中''４，准河流

域においてＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲ／ＧＡＣデータによる傾き値の分布を求めた。その結果から推定

される地表面の乾湿分布傾lr1は先行降雨指数(API)の分布と概ね一致した。今後，マイクロ波

リモートセンシングの検証も合わせて進めるとともに，土地被掴項目ごとの特性の違いを地理

情報システムを用いて検討する。

1.3.9．飛行船リモートセンシングによる地表面状態丘推定法の研究

（近藤昭彦）

衛星リモートセンシングの検証実験として低空の飛翔体によるリモートセンシングは必須で

ある。そこで，低速度飛行，ホパリング，長時間飛行が可能な飛行船にイメージングマルチス

ペクトルセンサーを搭１１mし，地衣面の観測を行った。同時に測定された熱赤外Illji像との重ね合

わせ処理により，地表ilii熱収支に関わる植生パラメーターと輝度温度との関係を明らかにする。

なお，観測は宇宙開発VI業団の支援による琵琶湖プロジェクトの一環として行われた。

1.3.10．数値地形モデル(ＤＥＭ)による水文情報抽出手法に関する研究

（近藤昭彦）

今後，高分解能ステレオペア画像や，ＳＡＲによって衛星リモートセンシングの成果物ともな

る数値地形モデル(ＤＥＭ)について利用手法に関する検討を行った。傾斜，方位角等の通常の

地形パラメータのほかに，落水線図の作成により可能となるグリッドごとの流域面機，地形指

数（Topographiclndex)等を求めるプログラムを作成した。今後，ＤＥＭの供給が進むととも

に地形データから間接的に流域の水文情報(乾湿分布等)を得る手法の検討を行う。

1.3.11．地下水モデリングを用いた水文ＧｌＳの概築

（唐常源）

地下水モデリングは流域地下水の連動のダイナミックな挙動を解析できるのに対して，現存

地理情報システムは地域データの管理，処理，解析および表現には非常に優れている。この両

者の長所を統合し，新たな水文ＧＩＳを構築する。
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1.3.12．地下水データベースに関する研究

（唐常源）

流域を管理するために，地下水の現状を把握する必要がある。これまで，バラバラであった

地質，地形，帯水層，地下水，水質などの情報を集める。地理情報システムを用いて，地下水

データベースを構築する。その上に，地下水の利用現状を総合的に分析し，将来流域の地下水

資源管理の基本データとして用いる。

1.3.13.波浪の発達及び海表面境界過程の研究

（杉森康宏）

地球温暖化に影響を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解明するために，海洋の炭酸ガス収

支に直接関係すると考えられる海洋波浪，波浪の発達過程，海上風と海面粗度の関係など海面

境界過程の解析を行うことがとても電要な課題である。本研究では駿河湾における係留した

ウェープライダブイによる波浪，アナログ風向風速計による海上風の連続観測を実施し，現場

計測データの解析を通して波浪の発達過程ｉ海上風と海面粗度の関係などの問題の解明を試み

た。

1.3.14.ＳＡＲデータの処理アルゴリズムの開発

（杉森康宏）

人工衛星によるマイクロ波観測データ(ＳＡＲ)による海面境界過程解析のために，ＳＡＲデー

タ処理アルゴリズムの開発とＳＡＲによる波浪処理システムの検討を行った。ＳＡＲデータに対

して画像強度スペクトルによる波浪の解析を行い，相対的な波浪特性を明かにし，さらにＳＡＲ

データに対して各種の補正方法を検討し，ＳＡＲデータによる波浪観測が可能であることを実証

した。

1.3.15．衛星マイクロ波センサー(SSM|，SCAT)データの解析

（杉森康宏）

炭酸ガス収支の見積を行うためのデータとして海上風が不可欠である。そこで，人工衛星マ

イクロ波散乱計による観測データ（ＥＥＲＳ－１／ＳＣＡＴ)および，衛星マイクロ波放射計データ

(ＤＭＳＰ／ＳＳＭI)から得られる海上風速場と気象庁ブイロポットによる海上風速，風向値との

比較を行い,衛星観測データの実用性，観測精度について検討を行った。

1.3.16.北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森康宏）

グローバルな領域における炭酸ガス収支の見枇のために，ＤＭＳＰ／ＳＳＭＬＥＥＲＳ／ＳＣＡＴ，

ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲ等の衛星観測データから求めた風速，海表面水温の値を用い，既存の炭酸ガ

ス収支モデル(Liss，Slater：1974)から推定を行った。この結果を基に，海面のバプリング，

白波の面積比を考慮した炭酸ガス収支モデルについて検討を行った。特に砕波を考慮したモデ

ルから推定した結果は，放射C14の結果と最も一致している事が分かった。

－１４－



1.3.17．炭酸ガス海面収支の観測

（杉森康宏）

大気一海洋間炭酸ガス収支に頂接関係する譜現象，例えば，砕波，水流，臨分，ノLli物過程等

はすでに明らかになっている。しかし，これらの物fM11Hが炭酸ガスフラックスに対してどのよ

うなプロセス，どのくらいのiiiで影響するかはまだ解明されていない。本研究ではこれらの問

題にたいして炭酸ガスの測定器を構築し，他のブイデータの解析に基づいて定}it的に解釈する

ことを目指している。

1.3.18．内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森康宏）

地球環境問題に加えて沿岸海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊の関係が注に|されている。

特に東京湾や大阪湾などのような半閉鎖性内湾での篇栄養化に伴う水質汚染は現在緊急に解決

しなければならない課題の一つである。そこで，本研究は流体一生態系モデルを用いて博多湾

に於ける夏期の水質予測計算を行い，１０年間の調査データをもとにモデルの評価及びモデル

結果から推測される問題点について考察を行った。

1.3.19.次の３項目について学外共同研究を実施した。

（センター担当者：杉森康宏）

(1)研究題目：世界海洋観測システム構築に資する革新的ブイシステムの基盤技術開発研究

学外機関：科学技術庁

(2)研究題目：マイクロ波センサー等による大気・海洋炭酸ガス収支の研究

学外機関：科学技術庁

(3)研究題目：海洋・資源調査新手法の開発

学外機関：水産庁

1.3.20．合成開ロレーグ(SAR)画像の処理手法の研究

（竹内章司）

前年度に引き続き，ＪＥＲＳ－１およびＥＲＳ－１に樵iliXされている合成開、レーダ(SAR)画像の

解析手法に関する研究を行った。具体的な解析手法として時系列ＳＡＲデータの解析手法をと

り上げ，時系列データをⅢいた｣二地被覆情報の柚IlIおよびインターフェロメトリの適用可能性

に関する研究を行なった。前者については，タイの中央平原をテストサイトとして，３時期の

JERS-1／ＳＡＲデータを11]い，後方散乱の季節変化を用いた水田の作付けタイプの分類等が

可能であることを示すことができた。さらに，洪水発生による水田の後方散乱変化を現地調査

により調べ，時系列のＪＥＲＳ－１／ＳＡＲデータによる洪水地域の抽出の可能性を示した。後者

のインターフェロメトリに|剥しては，プーケット脇をテストサイトとする予備検討を実施した

結果，テストサイトの槻岡パタンを反映するインターフェログラムを得ることができた。ただ

し，地形の急峻な山岳地域では良好なインターフェログラムが得られず，基線長条件等を変え

てさらに検討を行なうことが必要である。
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■１．４データベース開発運用部

1.4.1．地表面物体のスペクトル・データベースの研究

（安田鶏純，石山隆，岡野千春，黄少博，池I11ili，安忠舷． ,工学部'１１１報工学科）

リモートセンシングで対象としている大気，水，士壊・岩石(鉱物）・砂，ＩＭＬ，１１１１．化学物

lirなどの地表面物体の分光特性のデータベース化の研究を行っている。今ｲ1:度は検索条件，項

Ｈ(物質，現象など)の粧理を行うとともに，文献調査により典型的なスペクトルグラフ，表な

どを調べ，収集整理し，データベース化を試みた。今後，スペクトルデータの解析手法，現象

のモデル，当センターでilll定したスペクトルデータのデータベース化などをＦ定している。こ

れらは，対象の分光的特徴を理解するためだけでなく，センサーの開発，データ解析方法の検

;lなどに役立てられるものである。

1.4.2．ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲマンスリーコンポジットの自動作成方法の研究

（安田嘉純，小熊宏之.，斉藤元也.．・字ilj開発ｿﾞﾄﾞ業、，・・農業環境技術研究所）

ADEOS(Ⅲ)－GLIの旬データ，月データの自動作成方法を開発することを目標として，毎日

観測されるＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲデータを用いて，月別裳域除去コンポジット11111像を'21動的に１

ステップで作成する方法を検村している。今年度は，(1)比演算処理を用いたＧＣＰの残留幾何

誤差の評価方法，および，(2)コヒーレント，インコヒーレント法を組み合わせた襲域除去方

法の検討を行った。また，腿案した方法は高空間解像度のＴＭデータに対しても有効である

ことを確認した。当センターに設置予定のＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ受信装置によるデータの処理に

も応用する計画である。

1.4.3．大気および地表面物体の偏光特性の測定

（安田嘉純，増田一彦.，高島勉｡．・気象研究所気象衛星観測システム研究部，

・・宇宙開発事業団）

ADEOS-POLDERの地上検証を目的として，地上観測用多重波長偏光放射計を試作し，雲，

大気エアロゾルの高次パラメータ抽出方法の検討を行っている。今年度は顧々の地上用偏光セ

ンサーのトレーサピリティを高めるため，偏光放射計の校正方法について検討した。

1.4.4．ＯＣＴＳ大気効果補正アルゴリスムの研究

（安田嘉純，宗像孝雄｡，向井田明・福島甫.・・リモートセンシング技術センター，

・・東海大学）

ADEOS-OCTSデータの人気効果補正に関連して，今年度はADEOS／OCTSの帯域外応答

とその補正について検討した。
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1.4.5．生物環境パラメータ算出手法の研究

（安田嘉純，松村１m(〃，１１;1局省.．・遠洋水産研究所，・・国立環境研究所）

ＣＺＣＳの次の第211t代の水色センサであるADEOS-OCTSやSeaWiFSは，従来のクロロフィ

ルーａだけでなく，クロロフィルｂとｃ，カロチノイド，溶存有機物(DOM)などの推定が可能

となると期待されている。ここでは，412,ｍバンドを主とし，443,490,555,ｍバンドを用

いた多重バンドモデルによるＤＯＭの推定アルゴリズムについて検討した。

1.4.6．植生ストレスのモニタリング技術の研究

（安田嘉純，磯|}1昭弘.，小熊宏之｡.，粟屋善雄…，斉藤元也s，ＤＰ・パサリプs`’

・千葉大学園裟学部，．．’jどili開発事業団，…森林総合研究所，‘腿災環境技術研究所

隔測研究叢，”千葉大学大学院自然科学研究科生）

可視から近赤外スペクトル航域の反射率の変化は，植Ｍ２の解析にたいして，もっとも基本的

な情報を与える。赤から近赤外にかけて反射スペクトルの最大となる波及位慨をレッドエッジ

といい，また，微分スペクトルはレッドエッジの位置をきめることを容易にするものとして知

られる。今年度は，レッドエッジの微分スペクトルの形状変化と植物の生理的条件との関係

を，地｣このスペクトル測定(陶芸学部圃場，北海道大学苫小牧演習林)および航空機イメージン

グスペクトルメータ観ｉＭ(北海道入学苫小牧演習林)により調べた。

1.4.7．リモートセンシングシミュレータを用いた光ゆらぎの光学的測定

（岡山浴）

大気のゆらぎ(図参照)のiiliN1Iとして，大気中を透過する光の可干渉度を測定することにより

達成されることが明らかとなり，これまで光学系の設定を行った。光学系としてはチェンバー

の中と，干渉系の二つに分けることができる。チェンバーの中は反射鏡を全部で20枚使い，

多重反射させた。干渉系としては簡単なMach-Zehnderの干渉系を組んだ。次にこの光学系

を使い，ゆらぎをシミュレートしたときに，干渉縞の可干渉性を調べる。この研究は，ゆらぎ

の計jllllを，その大気中を通った光の干渉を利用して，可干渉性を測定しようというところに特

色があり，人工衛星データの解析に於いて，そのデータの補正が可能となるところに意義があ

る。

三三三≧三ﾐ差

大気中を通過する光のゆらぎ
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1.4.8．リモートセンシングシミュレータによる海岸の砂の二方向性反射の研究

（岡山浩）

現在リモートセンシングの分野に於いて，二方向性反射が非常に注目を浴びるようになって

きた。それはある地点を同定するのに，反射データの安定性が要求されるからである。そこで

我々はリモートセンシングシミニレータを用いて，海岸の砂に対して二方向性反射の特性を測

定する。対象物を例えば植生に変えるとどうなるか，次のステップとして研究する予定である。

1.4.9．植生被覆率による分光反射率の変動

（石山陸）

植物の特徴的な反射特性を利１１]して植生モニタリングのためのアルゴリズム(植生指数)が提

案されている。代表的な植生指数としてＮDVI(１１２規化植生指数)がある。これは可視部の赤バ

ンドと近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド３と４，ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲ

ではバンド１と２などを用い，両者の正規化された差によって定義される。この手法を用いて

地球規模や地域の植生指数図が作られている。しかしそれらの植生指数と植物の物理1it(例え

ばバイオマス)や植生被覆率との関係は明確にされていないのが現状である。本研究では分光

放射計によって観測された植生被覆率の違いによる反射スペクトルの解析結果から，植生指数

値と植生被覆率との関係について考察する。

1.4.10．衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング

（石山峰）

植生と電磁波との相互作用は複雑で，衛星データから植生のバイオマスを定量的かつ効果的

に評価することは容易ではない。植物の特徴的な反射特性を利用して，植生モニタリングのた

めのアルゴリズム(植生指数)が提案されている。代表的な植生指数として，ＮDVI(正規化植生

指数)があり,この手法を用いて地域や地球規模の植生分布図が作られている。しかしＮＤＶＩ

では乾燥地などの植生の疎らな領域では背景の｣自壊からの放射鼠の影響が強いため，見かけの

植生指数が大きくなる。ＮDVIを改良した植生指数がいくつか提案されているが，いずれも土

壌からの放射趾が既知である必要があり，実111｣二は問題がある。本研究では過去に提案された

いくつかの植生指数を検討し，それらの植生指数の欠点を補間するアルゴリズムを開発して，

その精度を検証する。

1.4.11．リモートセンシング技術を利用した植物栄養診断に関する研究

（岡野千春）

衛星リモートセンシング技術を植物の含有成分や収量評価に応用し，広域・非破域的なｌ１ｆｌ物

栄養診断へ導入しようと試みた。具体的には，多１１$期ランドサットＴＭデータの論EM演算に

よって|･勝平野の作付図を作成し，対象地域に点在するテンサイliIil場を抽出してメッシュデー

タ化した。この圃場メッシニデータについて収li(推定，品質評Iilli，生産高評価を行い，既存の

土壌腐植含爪データを加えたデータセットを構築した。得られた立地環境／植物栄養学的デー

タセットを基礎にして解析を行い，上壌特性から植物の栄養状態を調査した。さらに，窒素栄

養診断を行ってテンサイが吸収した窒素量の過不足齢を求め，品質や生産高向上のための実用
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性の高い新しい対策技術を水した。

1.4.12．地図投影法に関する研究

（黄少博，柴IMli充介．・東大IIS）

球面分割法は地球球iiiに脱１１Ｉ的にグリットを生成し球､iデータを表現する方法である。衛星

データをラスタデータの形で保存するために不可欠である。しかし伝統的な地側投影法に関す

る研究は二lﾐに紙地図のﾙI|作を念頭においており，グローバルＧＩＳのための分淵11方法として十

分ではない。本研究では，体系的な評価指標を提案し，新たに開発した投影方法も含めて系統

的に数種類の球ｉｌＩｉ分削方法を比較した。評価の結果，提案したＮｏｒｔｈ－ＵｐＺＯＴ投影分割法が

投影の等Ｉ、穣性，机対的に小さい幾何歪み，階層的な分割の可能性，ほかのシステムへの移植

性，経度や緯度との対応の容易性など，いろいろな要求を満足する優れた方法であることが分

かった。なお，体系的な比較により明らかにされた各投影方法の特性に|則するIIIifMは，グロー

バルＧＩＳ開発にあたって適当な球Kli分割を選ぶ場合に非常に有徳である。

■１．５．部門間共同研究

1.5.1．モンゴルにおける草原バイオマス計測

本プロジェクトは地球環境ｌＩｌｊ報解析研究部門の本多蹴明とデータベース研究部'''１の''６１１;(康可・

岡野千春・黄少博が中心となって進めている部門Ｉｌ１ｌ研究プロジェクトである。本研究の目的は

Ｉ）モンゴル草l;(における/k態系維持を考慮した草１１;〔管理のためのバイオマス等の定常的な

情報提供

２）現地観測とリモートセンシングによる半乾燥地帯におけるバイオマス;lillIIT法の確立・

砂漠化モニタリング手法の確立

３）各種地球観illIl術111の樅/|：観測Cal／Val観測手法の確立と構築

以_この３点である。これらのＨ的を達成するためにモンゴル国立リモートセンシングセンター

と｣LliJ1研究を進めた結果，1996年初頭に部局間協定を締結し，米国ＮＡＳＡ／ＧSFC・米国のコ

ロラド州立大学・アリゾナ州bi/:入学の研究者も研究に参加するに至った。また，1996年度よ

りセンサ／大女(部''１の,Ifli村及雄が現地における人気観iilIIを実施するために参加が]P定されてい

る。これで環境リモートセンシング研究センターの全ての部門が研究に参加することになる。

恩麺鬮露葡鰐F恐＃遇
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[２］共同利用

■２１．プロジェクト研究

現在，当センターの各分野において行っている中心的研究灘題で，共ｌｉｉ１研究により研究の推

進をはかるもの。平成７年度は８つの課題に対する研究が行われた。

○プロジェクト研究諜題（P9501）：

大気補11ﾐ川検証システムの開発とリモートセンシングデータの大気補正にUUする研究

担当教官：竹内延夫

目的：地上ライダーを含む大気データ取得用のシステムを開発し，これとl11i1jして衛星データ

を利用した大気現象の解Iﾘ1および大女(補正アルゴリズムの研究を行う。

新規課題(P9501-1）：

多波及ミー散乱偏光ライダーとサンフォトメーターの同時観il1'１による対流圏エアロゾルの光学

的特性に閲する研究

村１１１利幸（東京商船大学商船学部・助教授）

岩坂直人（東京商船大学商船学部・助教授）

塚本達郎（東京商船入学商船学部・助教授）

対流圏エアロゾル，特に大気境界層内のエアロゾルは大気の光学的厚さにおいて支配的であ

る。今日のように束Ji(などの大郁TITを中心とした人工起源のエアロゾルノＩｌｉ成が恒常であると，

その裳形成，熱放射収支など地球規模の気候変動に及ぼす影弊も無視できないと考えられる。

本研究では，地上からの多波長ミー散乱ライダーによる偏光解消度を含む大気境界層から成層

圏下部までの槻i('|と，サンフォトメーターによる大気の光学的厚さの観測を|[１時に行なうこと

により，エアロゾルの後方散乱断面積と消散係数の比，粒子の偏光解消度，波長指数などの情

報を柚１１Iすることを目的とする。これらの対流圏エアロゾルの光学的性質は，衛星リモートセ

ンシングの大気補正における重要な基礎データとなることが期待される。

平成７年度後期においては，資源環境技術総合研究所及びセンターとの共liil研究「冬季関東

地区高渡度汚染気象調査」の一環で，１１月中旬から12月下旬にかけてライダーとサンフォト

メーターの同時観ｉＭが行なわれた。サンフォトメーターは神}Ｈ・気象協会に没慨され，大女(の

光学的厚さが晴天'二1['3時にＩＨＩ定された。ライダーは東京商船入学(江東区越１１１脇)で開発した，

Ｎｄ:ＹＡＧレーザーの第２高調波(532,ｍ)を光源とし低層及び満1勵大気観ill1用の２台の受信望

遠鏡からなる設置型の装償を用い，鉛直方向のエアロゾル濃度及び偏光解消度の分布を観測し

た。通常時は，晴天日に９時，１２時，１６時の３回の観測を行なった。１２月中の高濃度汚染が

期待された時期に，災中観測（１日から２日間)を３回実施した。この時，ライダーも述続観測

を実施し，１o分毎にプロファイルを得た。

集中観iM時には600,ｍにおける大気の光学的厚さの値として0.4からOB程度が得られた。ラ

イダーから，この時の混合層高度は日中でも600ｍ以下に押さえられ，高臘度汚染が出現して

いることが観測された。現在，詳しいデータ解析が進行中である。
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新規課題(P9501-2）：

大気補正用検証システムの|)'１発とリモートセンシングデータの大気補正に側する研究

森山雅雄（長崎大学工学部・助教授）

短波長赤外域におけるリモートセンシングデータの大気補正手法の開発のために，以下の３

点について検討を行った。(1)61.側における未知数と既知数の関連の調査。近似放射伝達方程

式を解析的に解くためには，地表面反射率を近似し，その未知数を既知数以下に抑える必要が

あることがわかった。(2)地衣面反射率の波長近似。地表面反射率を波及の多項式として表

現すれば，ＲＭＳ誤差で0.01以内の精度で近似できることを示し，(1)に述べた条件を十分満た

すことを示した。(3)放射伝達方程式の近似表現。放射伝達方程式を近似表現し，少ない未知

数で放射伝達過程を衣現することを試みた。これによれば，短波長赤外域での放射伝達には，

大気中のエアロゾルIil／煎とliil様に水蒸気量も重要な役普Ⅱをはたすことが示された。これらの

検討結果から，短波反赤外域での人気補正手法の実現が可能であるという結論を得た。

○プロジェクト研究課題（P9502）：

マイクロ波センサーを利川した大気情報抽出に関する研究

担当教官：高村民雄

目的：大女(L|】の水蒸気，襲水，降水等の水循環に関わる大気情報を，地｣二及び衛晶マイクロ波

センサーを利川して求める手法を開発することを'二l的とする。さらに，これらの情報と，

他のセンサーによって得られるものとの整合性についても検討する。

新規課題(P9502-1）：

マイクロ波放射観測による人文沖の水蒸気量及び雲水職の推定

早坂忠裕（東北大学理学部大気海洋変動観測センター・助教授）

地上設置型マイクロ波放射;Ｉ.（ＡＷＲ－７ＣＨ－Ｓ：20.6,31.5,150.0,183.3±10,183.3±30,

183.3±7.0,183.3±130ＧＨｚ)について，７年度は長波長側３チャンネル(Tbl，Ｔｂ２，Ｔｂ3)を

用いて可降水賦，要水爪の推定アルゴリズムを作成した。この時，水蒸気１５tはそのまま測定値

を使用し，雲水はゾンデ悩報に無いので，湿度85％以上かつ気温零下10度Ｃ以上であれば，

雲水量059／ｍｊの雲があるものと仮定した。従って，可降水獄(PWC)及び雲水fit(ＬＷＰ)はこ

れらをそのまま概算したものである。計算された３周波数の輝度温度（測定予想戯）とこれら

の鼠の相関を取ることによって，岐適の係数を決定した。以下に式を示す：

ＰＷＣ＝-0.3056＋0.1369Ｔｂ１－０.Ｏ６２１３Ｔｂ２－ＯＯＯＯ６Ｔｂ３

ＬＷＰ＝－０．０２３５－０.OOO54Tbl＋O00307Tb2-O・ＯＯＯ１８Ｔｂ３

従来の２周波数型と比較すると，雲水量の推定に顕著な改善が見られるが，ｑｌ降水蛾には殆ど

改善は見られない。今後は，ｉ()られた結果を基に観測を行い，ゾンデ観ｉｌＩとの比較を通して検

証を行う予定である。

新規課題(P9502-2）：

マイクロ波放射Al･を1Ⅱいた大女(擾乱の観測

小林文明（防衛大学校地球科学科・講師）

顕著な大気擾乱（温帯低気圧に伴う前線通過，夏季の熱的低気圧発達時等)時における水蒸
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気の挙動と大気の構造を明らかにする目的で，周波数辿続可変型マイクロ波放射計を用いて，

可降水量の連続測定を試みる。本年度は，まず放射計の機械精度を調べるために，検定方法を

中心に検討した。tippingcurve法を用いる際の問題点として，アンテナ輝度温度と天空輝度

温度の違いをシミュレーションにより検討した。その結果，カセグレン型アンテナの欠点であ

る大きなサイドロープが，アンテナ輝度温度に顕著な影騨を及ぼしていることが分かった。そ

の結果，アンテナパターンを既知としたときのアンテナ純度温度から真の輝度温度を求める方

法が提案された。これは，所謂逆問題(inverseproblem)であり，真の輝度温度推定値が測定

誤差に左右されることが示され，計測誤差と最終的な可降水鼓への影響が評価された。今後は，

誤差を最小にする検定法の改良と，雲水量の推定方法を並行して開発し，大気擾乱の観測に進

む予定である。

○プロジェクト研究課題（P9503）：

アジアの土地被覆データベース

担当教官：建石峰太郎

目的：ＡＶHRRデータを川いてアジア地域をカバーする12地被覆データを作成することを目的

とする。また，グランドトゥルース用として国ごとの既存の土地被覆図を数値化してデー

タベース化することも補助目的に含める。

新規課題(P9503-1）：

アジアの土地被覆データベースの開発

村上広史（国土地理院地理iilM資技術開発室長）

津沢正晴（国土地理院・地理三課長）

本研究は，気象衛星ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲの画像を用いたアジア地域の土地被覆データベース

を整備していくことを目的としている。その開発にあたっては，原画像となるＮＯＡＡ／

ＡＶＨＲＲデータの整備が必要不可欠であるため，1996年度は，データ整備の現況を調査した．

ＮＯＡＡ／ＡＶHRRデータの可視・赤外域の画像は雲の彩轡を直接受けるため，一定期間内のデー

タの重ね合わせにより，雲を除去するという膨大なデータ処理を必要とする。現在，この妻な

し画像の作成は米国地質調査所の下部組織であるＥＲＯＳデータセンターにおいて進められて

いる。調査の結果，1992年４月から１年間分のl0L11111ごとの全陸域の雲なし画像については，

1996年３月をもって鞭術が完了し，近い将来ネットワークを通して提供される可能性が高い

ことが明らかとなった。また，1993年４月からの６カ月間についても1996年秋までには整備

が完了する予定であることも判明した。したがって，アジア地域の土地被覆データベースの整

備において，この雲なしiuli像が利用できるものと考えられる。

新規課題(P9503-2兆

衛壁画像によるタイ国における熱帯湿地林の」ﾐ地被覆変化のモニタリング

古野邦彦（東京大学農学部・助手）

山路永司（東京大学農学部・助教授）

本研究では，人植月的の乱開発により，一部の自然林を除いては皆伐され，排水施設が建設

されて広大な農地が造成されたタイ国ナラチワ州ナラチワ市周辺の熱帯湿地林地帯を解析対象

地域に選んだ。そして，この地域において，望ましい土地利用計画により熱帯湿地林の生態系
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を維持するための'二地被覆データベースを作成することを目的とした。今年度は，この解析対

象地域において，衛星両像を川いて，残存する熱帯湿地林の自然林とそれを取りまく農地と２

次林が形成し始めて放棄されたIIL地の土地被徴状態を解析した。

術li1画像データは，1988ｲli8jI7日撮影のランドサット６号ＴＭデータ（Path-127,Ｒｏｗ－

５６,ＣＣリサンプリング)である。解析に当たっては，縮尺１／50,000の｜:地利用図をベース

にして，1996年又に現地調査してきた土地利111現況を踏まえて，土地被擾分類用のトレーニ

ングデータを作り，岐尤法により画像の分類を行った。現地は，急激に開発が行われており，

衛星画像と参考にした士地利1111)X|との間には，土地利用｣さ，大きな迷いが認められた。岐新の

lIlli像では，－届激しい土地彼撹変化が認められるものと考えられる。現在，1993年，1994年

撮影の衛星画像の職人手続きを終え，最新の画像が入手でき次第，解析を行う予定である。

新規課題(P9503-3）：

アジアの土地被覆データベース

越智士郎（宇都宮大学農学部・助手）

アジア土地被劉データベースを構成する土地荒廃危険度マップの作成を試みた。使用したデー

タは1983年から1992年の10年間にわたる８ｋｍＮＯＡＡ－ＮＤＶＩデータおよび，気象データ，標

高データ，さらに，既存の植41ﾐ分類図などである。土地荒廃の危険度は，土地の侵食性，植生

の劣化傾向，砂漠化の危険性などを総合して解析し，判定する事にした。解析に先立ち，

ＮDVIデータの信頼性，ＮDVIデータを用いたフェノロジー的な分析を行うとともに，その他

のデータセットと位置，解析の解像度について整合性を持たせるための前処理方法の検討を行っ

た。16kｍの解像度で提供されるＧＶＩデータに比べ，使用したＮDVI値は，現実の植生の活

動をより忠実に反映しているとことが判明した。単年度のＮＤＶＩ値のフェノロジー分析により，

土地被覆の分類手法を検討するとともに，１０年間のNDVI値の時系列解析を行った。さらに，

標商データと，気象データを重ねあわせることで，土地侵食モデルについて，検討を行ってい

る。これらの研究テーマについては平成８年度も継続する。

○プロジェクト研究課題（P9504）：

ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲによる草原バイオマスの推定

}日当教官：本多潔明

目的：半乾燥地帯における希薄なバイオマスを衛星データと地上観測により正確に把握し，地

球規模の砂漠化モニタリングと半乾燥地帯の生態系維持を目指す。当初はモンゴルにお

いてモンゴル環境庁の協力を得て手法開発を行う。

新規課題(P9504-l）：

モンゴル放牧草原におけるバイオマスの推定と家畜生産力の把握

大久保忠且(岐阜大学流域環境センター・教授）

モンゴル放牧草原における家畜生産力を調査する対象域を選び出す作業を行った。その結果

としてウランバートル南東の比較的豊かな草原に位置するアイマック（県）を対象領域と決め

た。対象地域の行政主体と研究協力の申し合わせについて調整を進めている。
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○プロジェクト研究課題（P9505）：

ＡＶHRR／ＧＡＣ多時期データの処理方法に関する研究

担当教官：本多嘉明

目的：１３年におよぶデイリィーベースのＮＯＡＡＡＶＨＲＲＧＡＣデータ（地上解像力４ｋｍ)のク

ラウドフリーデータを作成し，地表面や海洋の長期間で起きている現象を解析する。

ＮＯＡＡＧＶＩ(地上解像力16kｍ)データでなされた様々なグローバルスケールの解析がよ

り詳しく行える。

新規課題(P9505-l）：

ＮＯＡＡ／GVIデータによる乾燥地域の表面被覆と気候

篠田雅人（東京都立大学理学部・助教授）

ＮＯＡＡ／GVIデータによって進められた研究をより空間的・時間的解像度が高いＮＯＡＡ／Ｇ

ＡＣデータを用いて進めるためにＮＯＡＡ／GACデータの前処理に関する研究を行った。特に

雲の識別アルゴリズムの開発に力を入れた。

○プロジェクト研究繰題（P9506）：

地表面反射スペクトルデータの収集手法の開発とスペクトルデータベースの作成

担当教官：梶原康司

目的：リモートセンシングによる植生の物理風hll出の間接推定アルゴリズム開発に適用可能な

反射スペクトルデータの収集手法を検討し，実測によるスペクトルデータ収集を行う。

さらに，収集したスペクトルデータを容易に利用できるような形でデータベース化する

手法の検討を行う。

○プロジェクト研究裸題(P9507）：

衛星データと地理情報を用いた地域環境解析の手法に関する研究

担当教官：近藤昭彦

目的：地理情報システムを用いて複数の衛星の多時期データと様々な地理情報を重ね合わせ，

近代の土地被覆変化が地域の環境に及ぼした影響を定量的に評価する手法を開発する。

特に水・エネルギー循環の変化に焦点を合わせ，解析を行う。

新規課題(P9507-1）：

衛星データと地理情報を用いた北東アジアの水文・地形システムの解析

柏谷健二(金沢大学理学部・助教授）

本研究の目的は，第一に水文侵食環境の変動と崩壊・土石流などにみられる地表部の物理的

応答，いわば地形システムを，グローバルな気候変動に敏感な反応を示すアジアモンスーン域

の北縁部にあたる南シベリア・バイカル湖流域を対象として，湖沼堆積物試料と流域の水文・

地形資料および衛星データから得られる環境資料等の考察に基づいて，明らかにすることを試

みることである。また次にわが国の北陸地域等を対象にして，崩壊・土石流発生地域の湖沼堆

積物試料や流域の水文・地形資料および衛星データから推定される地形システムとの比較検討

を行い，北東アジアにおける地球環境変動とそれに対する地表の物理的応答，地形システムを

明らかにすることである。
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今回は主として南シベリア・パイカル湖流域のうち，南岸流域を対象として衛星資料の解析

を行った。用いた衛星資料はLandsatlmageである。積雪期を含んでいたＩｍａｇｅのため，

Imageの画像処理から流域の冠雪状況が明瞭に読み取れ，地形との関係が明らかになった。

○プロジェクト研究課題（P9508）：

地理情報データベースの開発と運用

担当教官：近藤昭彦

目的：リモートセンシングデータのグランドトゥルース，あるいは地球環境に関するモデルの

検証に利用可能な野外科学分野における観測データを最新の地理情報システム上でデー

タベース化し，時間・空間的な情報を得る手法を開発する。

新規課題(P9508-1）：

流域水文観測データベースの作成

辻村真貰(愛知教育大学総合科学課程・助手）

リモートセンシングによる環境解析の結果のバリデーションに用いることのできる観測事実

のデータベースの作成に着手した。本年度は流域水収支法による蒸発散量と降水，地下水，河

川水の環境同位体濃度のデータベースの作成を行った。流域水収支データベースはすでに1000

件を越えるレコードの人力を終えた。また，環境同位体データベースのレコード数は2000件

を越えている。流域水収支データベースを地理情報システムとリンクさせて年蒸発散風の分布

図を作成したところ，緯度帯，気候帯によく対応した分布図が得られた。今後はレコード数を

増やすと共に，地形，植生等の情報とリンクさせて地理情報解析を行う予定である。

■２．２．一般研究

リモートセンシング・地理情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究，あるい

はリモートセンシングの有効利用を推進するための野外観測やデータベースおよびセンサーの

開発等に関する研究で平成７年度は以下の研究が行われた。

新規課題１：

高次アルゴリズムに基づくリモートセンシング画像処理法の開発

奥村浩（長岡技術科学大学電気系・助手）

梶原康司（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・講師）

Ｌはじめに：従来のリモートセンシング画像の前処理手法の中には，処理結果が担当者の熟

練の度合いに影響されるものが多かった。そこで，本研究では，統計理論に基づくパラメータ

設定法を有する手法や，ニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムといった柔軟性に富む

先進的なアルゴリズムを用いた自動前処理手法を開発することを目的としている。本年度はそ

の第一歩として，幾何補正（レジストレーション)の際の対応点対候補選定作業の一部の自動化

を試みた。

2．幾何学的歪み補正：リモートセンシング画像の幾何補正は，対応点対選定・座標変換式型

と次数の決定・座標変換という過程を経て行われる。幾何補正の精度を高めるには，対応点対
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の選定糀度を高める必要がある。この作業は従来人手に頼っていたため，選定結果が作業者の

熟練度に依存する上に，人為的なエラーを引き起こすＵ能性があった。本研究では，人lIlIがIIhi

像から対応点対候補を選定する過程を，階層型ニューラルネット（ＬＮＮ)を用いて実現するこ

とを試みた。

3．ＬＮＮを１１]いた対応点候補のl211il選定：本研究では，ユニット数が４９－７－１の311Ｖiニュー

ラルネットを)|Iいた。７ｘ７のlIlli像の小頒域にhjjIjli2{|/(化を施したものをネットワークへの人

力とし，対応点候補としてふさわしい場合にはｌを，そうでない場合にはＯを出力とした。１面）

所２値化は，予め異常値を２llIli索行いた残りの471111i索の平均仇を幽値として行った。なお，

画業濃度値の分散が大きくない場合には，小額域内は一様であるとみなして対応点候IWi選定か

らは除外した。学習は，対応点候補にふさわしいパターンを55，ふさわしくないパターンを

51311]いて，逐次学習誤差逆伝搬法により行った。

４週１１１実験：予め学習を施したＬＮＮを用いて，人為的に作成したテスト画像を対象に適用

実験を行った。実験の結果，人手で選定した４１点の対応点候補の90％以上に当たる３７点を自

動選定することができた。

5．おわりに：本研究では，３IiliニューラルネットをⅡ]いて，幾(【Ｉ補正の際の対応点候補選定

を自動的に行うことができる可能性を示すことに成功した。今後の課題としては，高次の盃み

を有する画像での選定精度向上や，複数画像の対応点間の対応付け手法の開発が挙げられる。

新規繰題２：

リモートセンシングによる地質露頭情報の収集記録システムの研究

高島熱（秋田大学鉱山学部・教授）

村上秀樹（秋田大学鉱山学部・助手）

新藤静夫（Ｔ葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）

近藤昭彦（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・助教授）

地質研究の基本は，野外における露頭の観察である。しかし，その記録は研究者個人のメモ

として紀戦されるのみで，容観的データとして広く一般に利用されることはない。このような

状態は，地質以外の研究者との対話を妨げ，地質科学をいわゆる博物学と規定する原因ともなっ

ている。

本研究では，地質研究の於礎となる上記地質露Lijiを客観的にiiLl1Iikし，データベースとして広

く利111できるシステムの構築を図る゜今年度は，露頭の全最写只データ，堆積構造等の分る拡

大写真，スケッチ等をデータとして人力するためのフォーマットを確定し，一部の地域につい

て利〃]を開始した。

また，露頭の定量的記戟に利111できるデータとしてリモートセンシングで使われるマルチス

ペクトルデータの収集法も検ｉｉｌした。

新規課題３：

立坑を利用した準実スケール人工裳実験

福山力（国立環境研究所人文(圏環境部大気反応研究室長）

内山政弘（国立環境研究所大女(圏環境部大気動態研究室主任研究貝）

１１｣田ｊピ（中央大学理]:学部上木工学科・教授）

播磨屋敏生（北海道大学大学院理学研究科・教授）

竹内延夫（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）
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可搬型ライダーシステムP-SOLALISを立坑内で使用するための準備として，次のような

作業を行った。

1．雲底高度を測定するための設置場所としてまず立坑を想定して，ここで利用可能なスペー

スおよび他の種々の機器との関係を考慮してライダーシステムの岐適配置を検討した。

2．レーザーピームは立坑に沿って垂直卜方に発射しなければならないが，立坑そのものは作

業場所よりさらに下方に十数ｍ延びているために立坑直下にレーザーヘッドを置くことはで

きない。そこで，反射鏡を用いた補助光学系により横の坑道からレーザーピームを入射させる

こととして，この光学系の設計をした。

3．坑内は常時湿度が100％近くあり，また坑壁からの地下水の飛散もあるので，これらへの

対策を検討した。

.、

新規課題４：

種々の地表面の波長別射出率の測定

杉田倫明（筑波大学地球科学系・講師）

近藤昭彦（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・助教授）

様々な地表面の射出率は正確な地表面熱収支のリモートセンシングによる計測にとって最も

重要なパラメータである。また，近い将来データが利用可能になるEOS-ASTERチャンネル

の利用のためにも様々な土地被覆の波長別射出率が必要である。本年度はセンター所有の熱赤

外分光放射計の使用方法に関する検討，および文献による種々の物質の放射率データのレビュー

を行った。

新規課題５：

外モンゴル草原地域の現在及び過去の耕地の検出

阿子島功（山形大学教育学部・助教授）

本多嘉明（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・助教授）

モンゴル草原の耕作地の抽出を行うアルゴリズムを開発するためのテストサイト選定を航空

写真と過去の調査記録から行った。その結果，ウランバートルの東方に広がる比較的豊かな草

原に対象地域を設定した。1996年度に現地調査を行うべく調査計画の策定を行った。

新規課題６：

ＬＡＮＤＳＡＴＴＭデータと海上現場分光反射データによる大気散乱効果の研究

香西克俊（神戸商船大学助教授）

竹内延夫（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）

高村民雄（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）

水色リモートセンシングにおいては水中パラメータ抽出アルゴリズムへの人力として特に可

視域における大気散乱効果の補正を避けることはできない。本研究は大阪湾を対象として本学

所属の練習船に分光放射計ＳＲ－１を搭載してLandsatTMと同期した海面反射率および天空

放射を測定し，海上でのＴＭ各バンドごとのdigitalcount値と反射率との関係を導くととも

に，それらをもとに大気散乱効果のＴＭ各バンドへの影響を推定する。得られた海面反射率

と天空放射データはその他の海象気象データとともにスペクトルデータベースとして整備する
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だけでなく，ＴＭデータとともに大気散乱効果の影響を推定するためにレーリー散乱モデルを

利用し実測との比較を行う。

新規課題７：

東北タイの地理情報データベース構築と農業的土地利用可能性の評価

山田康晴（農林水産省国際農林水産業研究センター海外情報部・主任研究官）

鈴木光雄（農林水産省国際農林水産業研究センター企画調整部・研究技術情報官）

小山修（農林水産省国際農林水産業研究センター海外情報部・主任研究官）

安田嘉純（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）

開発途上国では，リモートセンシングとＧＩＳを利用した持続的農業システムの確立が望ま

れている。タイ国東北部をケーススタディ地域として，農業環境資源のデータベースを作り，

農業の現状分析を行い，潜在農業生産力を評価する。

今年度は，鈴木と山田がそれぞれ，タイを訪問し，どのような機関がＧＩＳとリモートセン

シングを利用した農業生産力評価の研究を行っているか，また，共同研究の可能性について調

査した。農業共同組合省内では，土地開発局において，地理情報システムの構築と利用が進ん

でいること，農業局では注目して取り組み初めたところであること，農業経済局において，多

額の予算(日本円で約２億円)で機器整備と，地理情報システムデータの構築を行っており，こ

の分野では先行していることがわかった。また，アジアエ科大学においては，各種の電子機器，

ソフトウエアが整備され,ＧＩＳについての各種研修プログラムが用意されている。また，宇宙

技術利用研究計画(ＳＴＡＲprogram)が学内で組織されている。

アジアエ科大内の国連環境計画(UNEP)機関では，アジア地域の基本的な地図のデジタル化

GIS化を行っている。

東北タイ農業開発研究センター(ＡDRC)では，コンケン県について，行政区界図，塩害土壌

図などのデジタル化を，パソコンソフトで行っているが，担当者の転出で後任がいない状態で

あり，ＡDRC自体の改組問題もあって今後，この仕事が引き継がれるかどうか不明である。

農業集落情報（農業センサス）は，ＡDRCでの聞き取り調査によれば，農業経済局が行って

おり，統計報告書がでているが，そのデジタル化については，不明である。

今回の現地調査で，ＧＩＳの研究・実利用について，農業分野では農業経済局(OAE)が先進的

であり，他の分野では，王立林野局（RFD)，国家研究評議会(NRCT)が進んでいると思われ

る。また，国際機関として，国連メコン川委員会事務局，食糧農業機関(FAO)も取り組んで

いると思われる。東北タイでは，コンケン大学農学部や，工学部農業工学科でも取り組んでお

り，科学技術学部でも取り組み始めようとしている。今回これらの先進的な機関を訪問調査す

ることができなかったが，特に国際機関では，ＧＩＳをメコン川流域開発計画策定のキーテクノ

ロジーとして考えていると思われた。それを使った土地開発計画，農業生産力評価が重要性を

増している。共同研究の基礎的条件は整っていると考えられた。

’’

新規課題８：

草本植物および木本植物の光反射・透過の種による波長別特性

大賀宣彦（千葉大学理学部生物学科・講師）

三輪卓司（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・教授）

今年度は，樹木葉の分光反射・透過スペクトルの測定法・試料配置法等による変動を，７種
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の樹木葉について調べた。反射，透過スペクトル共に顕著な波長依存性を示し，紫外・可視領

域では重合効果はない。800-1300,ｍ域では顕著な，1500-1900nｍ域ではかなりの，2100-

2500,ｍ域では少し重合効果が認められる。反射スペクトルでは，

1．葉を密着した場合，枚数に連れて反射率は増加するが，６枚程度でほぼ飽和値に達する。

2．葉の後側の状況の影響は距離に連れて減少し，３０ｍｍ程度で実質上なくなる。

透過スペクトルでは，

3．枚数の増加に連れて透過は減少するが，800-1300,ｍでは７枚においてもかなりの透過

が認められる。

4．葉の透過光の影響は，透過率の最も良い800-1300,ｍでも80-100ｍｍ程度で無視できる

大きさになる。

更にこれらの特長は，すべての樹種に共通する。
、
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研究賀（試験研究Ｂ）平成５～６年度研究成果報告，1-144,1996.

8．新藤静夫，田瀬則雄,平田健正,唐常源,福田宗弘,福永健二,“有機塩素系化合物に起因

する地下水汚染の検知技術の改良と汚染規模の定量化手法の開発,,，文部省科学研究費（試

験研究Ｂ）平成７年度研究成果報告，1-144,1996.

9．新藤静夫他30名,“放射性廃棄物処分に関する地質情報の集約と研究の組織化，，，文部省科

学研究費（総合研究Ｂ）平成７年度研究成果報告，１－２１２，１９９６．

１０．ShizuoShindo，YoshinoriSatqAkihikoKondoh，ChangyuanTang，

MitsuhirolnoueandYujiTakeshita,“Recharge,ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｎｄＵｓｅ

ｉｎＵ・ＡＥ，'，Grant-in-aidfromtheMinistTyofEducation，Ｓｃｉｅｎｃｅａｎｄ
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Tanzania，Ｕｓｉｎｇ６Ｄａｎｄ６１８０"，ApplicationofTracersinAridZoneHydrology

(Proceed-ingoftheViennaSymposiumAugustl994)，ＩＡＨＳＰｕｂＬ，ｎｏ､２３２，３８３－
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14．新藤静夫,”水文環境アセスメント（その１）－その基本的事項一,,,環境管理,３２(1)，37-63,

1996.

15．新藤静夫,“水文環境アセスメント（その２）－開発と水文環境の変化その事例一,,，環境管

理,３２(4)，66-67,1996.

16．近藤昭彦,“人間による土地改変が気候変化に及ぼした影響の評価に関する研究,'，文部省
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担当pp､83-118,1995年11月．
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InterpolationforDynamicGIS,,，Procof

NakhonRatchasima，Thailand，１９９５．１１．

OptimizationTechniqueonSpatio-temporal

l6thAsianConferenceonRemoteSensing，

(国内学会）

1．銃建国，竹内延夫，``大気微量成分に対する分光光度計の投了i1.,'，気象学会春季講演会

（東京)，Ｃ313,1995年５月．

2．竹内延夫,斎藤智恵,浦野庸子,徳野正巳,“台風に伴う核状オゾン分布と衛星観測による

雲画像との比較",気象学会春季講淡会,Ｂ365,1995年５月．

3．竹内延夫，商村民雄，久世宏明，“衛星データ大気補正用地上ライダーの検討'',生研フォ

ラム「宇宙からの地球環境モニタリング」第５回論文集6-14,1995年６月．

4．竹内延夫,強敏，岡崎裕一,久世宏明，高村民雄,``衛星データの人気補正パラメータ取得

用地上ライダーシステムの検討"’第56回応用物理学会学術講演会(金沢Ｌ大)，２８aPB1，

1995年８月．

5．岡崎桁一,強敏,久世宏明,高村民雄,竹内延夫,“多重散乱ｉｌ１Ｉ定I11IpII搬型ライダーの特性"’

第56回応用物理学会学術講演会,２８aPB2，1995年８月．

6．交野Iﾘ1，’'1本智一,尾松孝茂，久世宏明，盛永篤郎,竹内延夫，‘`共振器内分散特性を利用

した高感度検111法の感度解析''’第56回応用物理学会学術識演会，２８aPB10，1995年８月．

７．１１｣本智一，上野明,塩見高史,久世宏明,盛永篤郎,竹内延夫,“共振器内分散特性を利用

した高感度検IIllH光瀕の開発,,,第56回応用物理学会学術講演会．
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8．竹内延夫,岡崎裕一,鳥海良一,櫻田安志,久世宏明,高村民雄,“可搬型ライダー信号の広

ダイナミックレンジ測定''’第17回レーザセンシングシンポジウム(蒲郡)予稿集B２，１５－１６，

１９９５年10月．

9．鳥海良一，田井秀男,久世宏明，竹内延夫,“固体レーザによるＮＯ分布計測用ライダー光源

の検討''’第17回レーザセンシングシンポジウム予稿集,Ｂ3,17-18,1995年10月．

10．山本智－，麦野明,塩見高史,尾松孝茂,盛永篤郎,久世宏明,竹内延夫,“共振器内分散特

性を利用した微景気体高感度検出法の開発'''第17回レーザセンシングシンポジウム予稿集，

Ｃ2,151-152,1995年10月．

11．強敏，岡崎裕一,久世宏明,高村民雄,竹内延夫,“衛星データ大気補正用地上ライダーシ

ステムの開発''’第17回レーザセンシングシンポジウム予稿集,Ｄ5,173-174,1995年10月．

12．榎本真貴,李的,久世宏明,竹内延夫,松本好高，“姿勢情報を用いた航空機搭載３ライ

ンCCDセンサによる地上計測の幾何補正"’第19回日本リモートセンシング学会,Ｂ2５（愛知

県産業会館)，1995年11月．

13．強敏,櫻田安志,久世宏明,高村民雄,竹内延夫,“ライダー計測における背景光条件の検

討，，，レーザー学会学術講演会第16回年次大会(横浜)，Ｅ4-7,1996年１月．

14．櫻田安志,岡崎裕一,神保直弘,久世宏明,竹内延夫，“可搬型ライダーを用いた大気の時

空間ゆらぎの測定,,，レーザー学会学術講演会第16回年次大会,Ｅ4-8,1996年１月．

15．鉦建国,竹内延夫,久世宏明，“ＫｉｔｔＰｅａｋ太陽スペクトルを利用したバンド吸収法によ

るＮＯ２濃度の導出について'''第10回大気圏シンポジウム(宇宙研)，No.9,1996年２月．

16．竹内延夫,風間隆博,高橋憲一,本多弘典,徳野正己，柴田彰，“ＳＳＭ／I雲水量画像に見

る台風，,,生研フォーラム「宇宙からの地球環境モニタリング」第６回論文集，1996年３月．

17．周永海,盛永篤郎,尾松孝茂,井上元,竹内延夫,“共振器内分光のための無相関多モー

ドリング色素レーザーの開発(Ⅱ)'''第43回応用物理学関係連合講演会（東洋大朝霞)，２６pZK

14,1996年３月．

18．塩見高史，山本智－，麦野明,櫻田安志,久世宏明,癖永篤郎,竹内延夫,“外部共振器型半

導体レーザーの特性評価とこれを用いた気体分子の高感度吸収測定''’第43回応用物理学関

係連合講演会,２６pZKl5，1996年３月．

19．鉦建国,櫻田安志,久世宏明，竹内延夫,“太陽光源バンド吸収法によるＮＯ２鉛直柱状量の

測定''’第43回応用物理学関係連合講演会,２７aZX1，1996年３月．

20．鳥海良一，田井秀男，久世宏明，竹内延夫,“波長可変固体レーザーによる排煙中ＮＯ分布計

測"’第43回応用物理学関係連合講演会，２７pZK8，1996年３月．

21．強敏,岡崎裕一,櫻田安志,久世宏明，高村民雄，竹内延夫，“ＬＯＷＴＲＡＮ７を用いた大気

補正用ライダーの特性評価'''第43回応用物理学関係連合講演会，２７pZK12，1996年３月．

22．安藤康弘,高村民雄,風間茂穂,“マイクロ波放射計による可降水量の観測(2)－サイドロー

プの影響''’1995年度日本気象学会春季大会予稿集,Ｃ305,192,1995年５月．

－３８－



23．高村民雄,浅野正二,三宅昌人，“エアロソルの経年変動一ピナツポ噴火その後の傾向

（1992-1993)''’1995年度日本気象学会春季大会予稿集,Ｄ207,254,1995年５月．

24．越智文久,高村民雄,“マイクロ波放射計による可降水量の推定一精度向上の為のシミュ

レーション''’1995年度日本気象学会秋季大会予稿集,Ｄ212,269,1995年10月．

25．高村民雄，山田武史,風間茂穂,越智文久,“マイクロ波放射計の誤差要因となる外来雑音

について''’1995年度日本気象学会秋季大会予稿集，Ｄ213,270,1995年10月．

26．三輪卓司,加藤直樹,“樹木葉の反射スペクトルについての実験的考察Ⅱ,，，日本リモート

センシング学会第18回学術講演会論文集,ppl87-188（日本大学生産工学部,津田沼）

1995年５月．

27．三輪卓司,梶田亜紀子,“カラー写真像の画像形成色素の電気化学的挙動Ⅵ；実際に使用

されている数種の色素の酸化とロイコ体生成の機構，，､日本写真学会1996年度年次大会講演

要旨,ｐｐｌ９５－１９７（私学会館,東京),1995年５月．

28．高橋均，田村尚,毛利泰明,池田卓,三輪卓司,大沼一彦,“人物写真のピント評価,'，日

本写真学会1996年度年次大会講演要旨,ｐｐ８２－８４（私学会館,東京）1995年５月．

29．三輪卓司，河野太郎,細谷幸治,“樹木葉の反射スペクトルについての実験的考察Ⅲ，，,日本

リモートセンシング学会第19回学術講演会論文集,ppl83-184(愛知産業貿易会館,名古屋）

1995年11月．

30．田村尚,池田卓,三輪卓司,大沼一彦,“人物写真のピント評価Ⅱ，，，日本写真学会1996

年度秋期大会研究発表会講演要旨,ｐｐ､125-127（京大会館,京都）1995年11月．

31．毛利泰明，池田卓,三輪卓司，大沼一彦,“ポートレートにおける好ましい濃度分布と照

明の関係"，日本写真学会1996年度秋期大会研究発表会講演要旨,ppl28-130（京大会館，

京都)1995年11月．

32．尾形康恵,藤原一緒,建石陸太郎,“人工衛星画像を用いた植生図化,，，日本生態学会第４３

回大会，1996年３月．

33．新藤静夫,“場の不斉一性と物質移動'''第4回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する

研究集会基調講演，１－４，１９９６．

34．新藤静夫,古川正修,“関東ローム層における浸透機構と地下水栖養について，，，日本地下

水学会秋季講演会要旨集，1996.

35．吉村雅仁,新藤静夫,唐常源,“毛管帯におけるTCEの溶出に及ぼす降雨の影響に関する

実験''’第４回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会，163-168,1996.

36．近藤昭彦，“東アフリカ，タンザニアの半乾燥地域における地中水循環"，1996年度日本水

文科学会学術大会(東京)，1996年６月．

37．吉村雅人,新藤静夫,唐常源,“毛管帯におけるTCEの溶出に及ぼす降雨の影響に関する

実験''’第4回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会，1995年11月．
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38．小池得裕,大沼一彦,安田認純,“景観解析におけるサイズ可変ウインドウの効果,,，日本写

真測鐡学会年次学術繊旗会論文集,ｐｐ､159-162,1995年５月．

安}{1嘉純,“植物プランクトンの季節変動パターンによる海域分割,,,千葉大学典季公開セ

ナー（理学部海洋/１１態系研究センター，安房小燐)，1995年８月．

39.

、
、
、

40．朴錘衣,安忠絃,変１１１鶏純,“ＮＯＡＡ－ＡＶＨＲＲ画像の幾何補正におけるGCPの誤差の評

Ｍ１i方法"，日本写兵iIW風学会年次学術講演会論文集，ｐｐｌ５３-158,1995年10几

41．ムハマドサドリ，安[Ⅱ嘉純,“テクスチャ解析による衛星画像の認識,,，日本写奥測騒学会

年次学術講演会論文集,ｐｐ,159-164,1995年10月．

42．ＤＰ・Pasaribu，HidekiShimamura，andYoshizumiYasuda，“Comparisonof

DifferentKindsofEdgeDetectionMethodforGeologicalAnalysisonLandsat

lmages，，，日本写真測硫学会年次学術講演会論文集，ｐｐ､169-174,1995年1０１１．

Fｉｖｅ

ＴＭ

43．島村秀樹,亥Ｈｌ鶏純,．`路Illiひびわれタイプの識別''’’二１本写真測鬮学会年次学術講演会論

文集,ｐｐ217-220,1995年10月．

44．秋山正寿,趨朝方,杉森康宏,“JERSとEERS-lのＳＡＲによる風浪の解析"，1996年海洋理

工学会春季大会，1996年４月．

45．諏訪純,松|ﾘI，久保、雅久,杉森康宏,“衛星画像データへの２次元Wavclel解析の適用一

方向特性の検'11-,11996年海洋理工学会春季大会，1996年４月．

46．小峰裕子,趙朝方,秋山正寿,小沢健一,杉森康宏,``日本近海における波浪モデル実験一

WAmodelとＪＡＷｍｏｄｅＩの比較一，,,海洋理工学会春季大会，1996年４月．

47．伊東永徳,秋山正奇,小沢健一,趙朝方,杉森康宏,“無次元粗度と波齢の関係一平塚防災

研観測塔観測資料(1994,1995)の解析鰯,海洋理工学会春季大会，1996年４月．

48．杉森康宏,趙朝方,秋山正寿,伊東永徳,“砕波モデルによる大気一海洋間のCO2フラック

スの交換係数の決定一無次元粗度と波齢の関係による，,,海洋学会春季大会，1996年４月．

49．杉森康宏,趨朝方，秋山正寿，“人工衛星ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲによるＳＳＴと大気一海洋間の

ＣＯ２分圧の関係一凌風丸船舶観測による検証",海洋学会春季大会，1996年４月．

50．趙朝方,杉森康宏,秋山正寿,“北太平洋に於ける大気一海洋間のＣＯ,フラックス分布の推

定一人工衛星と船舶データによる,､,海洋学会春季大会，1996年４月．

5Ｌ竹内章司,稲永麻子,“マルチセンサーデータにおけるスペクトル情報と空間愉報の相補的

利)ｎ－ＴＭデータのシミュレーションによる検討一''，日本写真ｉＭ量学会平成７年度年次学術

講演会論文集,６９－７２，１９９５．

52．稲永麻子,竹内章司,谷川泉，“LANDSAT／ＴＭデータによる1984年と1994年の東京都

の地表面温度の比較1,，日本リモートセンシング学会第１９回学術講演会論文集，９１－９２，
１９９５．

53．竹内章司，ラサミースワンヴェラカムトルン，“時系列ＳＡＲデータによる土地被覆変化の
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解析一タイ中央平原における解析事例-,,，日本リモートセンシング学会第19回学術講演会

論文集，１１３－１１４，１９９５．

５４岡野千春,今１１１俊lUL編原道一,“リモートセンシング／GISを利用した砂漠化評価手法一

中国内モンゴル自治区奈蔓旗の解析例一，，，日本土壌肥料学会講演要旨45-138,1995年４月．

55．中島康裕,石山峰,梶原康司,“ＬＡＮＤＳＡＴ－ＴＭ中間赤外バンドを利用した植生被覆率

の推定，,，日本リモートセンシング学会(東京)，1995年５月．

56．石山隆,梶原康司，榎本真貴,竹内延犬,森山雅雄,杉原滋彦，Ｐ.』､Liu,“衛星データによ

るホータンオアシス周辺の土壌水分の評価',，日本沙漠学会(東京）1995年５月．

57．石山陸，中島康裕,“被覆率による植生の分光反射率の変動"，計測自動制御学会リモー

トセンシングシンポジウム（日本大学生産工学部)，1995年10月．

58．石山陸，中島康裕,“植生の分光反射率によるllli生被覆率の予測,，，日本リモートセンシ

ング学会(名古屋)，1995年11月．

59．黄少博,柴崎亮介,“時空間内挿のための遺伝のアルゴリズム／山登り方法の応用"，地

理情報システム学会識iii会(東京)，1995年10月．

GeneticAlgorithm／Hill-climbingforSpatio‐

Data，'，日本写真測量学会平成７年度秋季学術識

60．黄少博，柴崎亮介，“Applicationof

temporallnterpolationtoClassVariable

演会（沖縄)，1995年10月．

61．建石陸太郎,``グローバルデータ作成の動向，，,地球地図国際ワークショップ講横会，日本

地図センター，日本ilillH協会，日本測量調査技術協会共催(グランドヒル市ケ谷)，1996年２月．

62．清水仁,梶原康司,本多嘉明，板倉秀漬,``ＡＶＨＲＲＧＡＣデータの雲域除去"・日本写真測

量学会平成７年度秋季学術講演会発表論文集,ｐｐ､165-168,1995

63．梶原康司,本多嘉明,木村凱昭,須佐泰隆,“野外用分光反射率観測システムに関する研究,,，

日本写真測量学会平成７年度秋季学術講演会発表論文集,ｐｐ､237-240,1995.

64．山本浩万,梶原康司，本多嘉明,“モンゴル平原における移動多点観測，，，日本写真測量学会

平成７年度秋季学術講演会発表論文集,ｐｐ241-244,1995
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[４］国際交流

■４．１学術交流協定

国際学術協定

平成8年２月14日に当センターは，モンゴル国自然環境省国立リモートセンシングセンターと

の間で，研究交流に関する協定を締結した。本協定の骨子は以下のとおりである。

「千葉大学環境リモートセンシング研究センターとモンゴル国立リモートセンシングセンター

は，自然資源及び環境保全へのリモートセンシングの応111に対して特段の配慮を払う必要性を

確認し，アジア，太平洋地域における環境モニタリング技術向上のために，リモートセンシン

グ及び地理情報システム技術の情報及び科学的知識の交換,研究者の交流，共同実験等を行う

ことに合意する｡」

■４．２研究者の国際交流

（外国人来訪者,滞在者,海外派遣リスト）

Ｄｒ・RaoRuizhong， LaboratoryofAtmosphericOptics，AnhuilnsituteofOptics

andFineMechanics，ＴｈｅＣｈｉｎｅｓｅＡｃａｄｅｍｙｏｆＳｃｉｅｎｃｅｓ
ｌ９９6．３．１－３．２０

Ｄｒ・Wolfgangvon

Hoyningen-Huene

UniversityofLeibzig

l996､２．２０－３．２０

Ｄ｢・ＤａｖｉｄＹ・Ｃｈｅｎ EnvironRes・Lab.，ＵＳＥＰＡ.，Athens，Georgia

1９９６．３．１８

、r､LealMertes UniversityofCalifornia，ＳａｎｔａBarbara

1996.3.22

(海外派遣）

竹内延夫 CombinedOpticaI-MicrowaveEarthandAtmosphereSensing

アメリカ（アトランタ）

1９９５．４３－４．１０

竹内延夫 ライダーによる大気環境の放射的性質の計測・解析手法に閲する研究

ドイツ（マックスプランク気象研究所)，カナダ（ヨーク大学)，

アメリカ(ＮＯＡＡ環境研究所）

1９９５．８．２９－９．１５

久世宏明 ライダーによる大気環境の放射的性質の計測・解析手法に関する研究

カナダ(ヨーク大学)，アメリカ（ＮＯＡＡ環境研究所）

1９９５．９．７－９．２４
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高村民雄 グーによる大気環境の放射的性質の計illll・解析手法に関する研究ライダーによる大気環境の放射的性寅の計illll・解析手法に関す

アメリカ（アリゾナ大学)，フランス（プレーズ・パスカル大学）
1９９６．２．２８－３．１７

新藤静夫・

近藤昭彦・

唐常源

Recharge，developｍｅｎｔａｎｄｕｓｅｏｆｇｒｏｕｎｄｗａｔｅｒｉｎＵＡＥ

アラブ首長国連邦
１９９６．２．１５－３．５

岡野千春 JICAインドネシア森林火災予防プロジェクト長期調査員

インドネシア（ジャカルタ，ジャンピ州，西カリマンタン州）
1９９５．１０．２８－１１．２５

(兼任）

杉森康宏 (1)

(2)

(3)

環太平洋遠隔探査学会(PORSEC)副会長

中国・青鳥海洋大学客座教授

チリ国コンセプション大学客員教授

－４３－



[５］教育活動

■５．１講義（大学院`学部）

竹内延夫

工学部画像工学科

工学研究科

工学研究科

自然科学研究科

「リモートセンシングエ学」

「リモートセンシングエ学特論」

「リモートセンシングエ学特論演習」

｢環境隔測論」

三輪卓司

工学研究科

工学研究科

｢光科学特論」

｢光科学特論演習」

建石陸太郎

工学研究科

工学研究科

自然科学研究科

「リモートセンシング情報解析特論」

「リモートセンシング情報解析特論演習」

｢隔測情報ディジタル解析論」

安田嘉純

工学部情報工学科「物理情報工学(1)」

工学部情報工学科「パターン認識」

工学研究科「画像処理特論」

工学研究科「パターン処理特論演習」

自然科学研究科「パターン認識特論」

東京工業大学総合理工学研究科「センシングシステム特論」

岡山浩

工学研究科

工学研究科

｢光情報計測特論」

｢光情報計測特論演習」

竹内章司

工学研究科 ｢リモートセンシング情報判読特論」

杉森康宏

工学研究科 ｢海洋リモートセンシング特論」

■５．２修士論文,博士論文

(修士論文）

竹内延夫

山本智一

画像工学科

指導教官

学生氏名

学科

論文題目 共振器内分散特性を利用した大気微量成分高感度検出用光源の開発
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指導教官

学生氏名

学科

論文題目

竹内延夫

榎本典121

画像工学科

姿勢悩報を用いた航空機搭戟３ラインCCDセンサによる地_上;|･illllの幾何補正

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

竹内延夫

岡崎裕一

画像工学科

可搬型ライダーにおける多重散乱光の視野角依存性

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

建石隆太郎

温成剛

画像工学科

ＡＶＨＲＲデータによる広域土地被覆分類

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

建石隆太郎

佐藤興之

画像工学科

大気シミュレーションソフトウェア６ｓによる大気補正の検証

建石峰太郎（三輪卓司）

斉藤公明

画像工学科

ＡＶＨＲＲＧＡＣデータの幾何補正

指導教官

学生氏名

学科

総文題目

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

三輪卓司

田村尚

画像工学科

人物写真におけるピント評価

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

三輪卓司

毛利泰明

画像工学科

ポートレートにおける好ましい渡度分布と照明の関係

指導教官

学生氏名

学科

論文題目

高村民雄（松元亮治．・理学部物理学科）

殿岡英顕

画像工学科

科学衛星「ようこう」ＳＸＴによるプロミネンス突然消失の解析

指導教官

学生氏名

学科

倫文題目

岡山浩（高村民雄）

高文丹

画像工学科

リモートセンシングにおけるshadowing効果の研究

指導教官

学生氏名

学科(専攻）

論文題目

安田嘉純

佐藤一史

工学研究科情報工学専攻

イメージングスペクトルメータによる植生の解析
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安川蹴純

ムハマド・サドリ

l:学研究科fI1i報工学専攻

RecognitionofSatellitelmageDatabyusingTexture

Ana1ysisApproacｈ

指導教官

学生氏名

学科(専攻）

論文題目

指導教官

学生氏名

学科(専攻）

論文題目

安川蹴純

脇村秀樹

lL1然科学研究科生産科学専攻

路IlIiひびわれの自動検出および識別

■５．３社会教育活動

中学校教員の研修会

1995年８月２２日，千葉市内の中学校理科教員の研修会が環境リモートセンシング研究センター

において開催された。４２名の先生の参加があり，下記の内容で１３:３０～１５:３０のＩＨＩ行われた。

この研修会は千葉市教育研究会理科中学校部会（推進委貝災：野口由起夫,蘇我中学校）と本

センターとの企画で行われた。

芝崎黙之千草台中学校長の挨拶

新藤静夫センター長の挨拶

リモートセンシングの説明（建石）

コンピュータ室等施設の見学（黄、岡野）

インターネットの紹介（石１１１）

研修会を通じて，中学校の理科の先生にリモートセンシングに対する理解を深めていただい

た。今後も本センターは，近隣の中学校の先生,生徒に対してリモートセンシングの紹介を続

けて行くつもりである。
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[６］センターの行事

■６．１センター主催のシンポジウム

｢国際植生モニタリングシンポジウム」

1995年８月29日から３１日のＩＨＩ，千葉大学けやき会館において千葉大学環境リモートセンシン

グ研究センター主催で友紀の国際シンポジウムが開催された。ＮＡＳＡのComptonLTucher

博十，およびアジア・オセアニアの１３ケ国からの外国人捌待講演者が参加した。参IⅡ者総数は

約160人で，４６編の論文が発表された。

基調講演として先ずTucker博士が“AfricanFamineEarlyWarningfromSatelliteData”

の研究発表を行った。

シンポジウムの主題は，衛星リモートセンシングによる広域の植生・土地被覆モニタリング

である。中国，フィリピン，マレーシア，ベトナムからバングラデッシュ，パキスタン，イラン，

シリア，ヨルダン，サウジアラビアまでを含む全アジアにおける土地被覆モニタリング研究に

ついての発表が行われた。

その他,衛星データの補正・分類手法,衛星データからのNPPなどの植生物理１１tのhil出方法，

現地調査手法，レーダーiilji像の利用，植生の変化把握方法などについての発表と活発な討論が

行われた。

二日目の夕方,外国人州待講iiii者を交えて，アジア全域の4分メッシュの土地被榎データベー

スの作成方法についての熱心な議論が行われた。今回の柵侍者を含むアジア・オセアニア２９ケ

国の共同研究者と共に，アジア全域の土地被覆データを1996年に作成する計画である。（建石）

国際植生モニタリングシンポジウム
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■６．２研究会・講演会記録

長崎大学工学部助教授森山雅雄，1996.111．

「リモートセンシングデータの大気補正における逆問題的アプローチ」のタイトルの下で，衛

星データの大気補正手法についての講演があった。

東京商船大学助教授村山利幸，1996.29．

東京商船大学に設置されているＮｄ:ＹＡＧレーザーをベースとしたライダを利用した大気観測

について解説があった。

北海道大学工学部教授太田幸雄，1996.3.23

エアロソルの化学組成と太陽放射に対する効果について，世界各地のサンプリング結果をもと

に話題提供があった。分析結果をまとめると，放射に対するエアロソルの性質は，大雑把に言

えば粒子状無機質炭素と硫化物で記述できるのではないかとの指摘が興味深い。

中国科学院成都山地災悪環境研究所教授李先華，１９９６３．２１

人工衛星データから，高粘度で地表面情報を抽出するための手法とアルゴリズムについて話題

提供があった。対象地域を，大気が均質と仮定できる比較的小さな地域に分割して求める方法

で，具体例は示されなかったが,狭い領域を高精度に求めるには好都合と推測される。

群馬大学教育学部助教授消崎博之，１９９６．３２１

ＮＯＡＡＡＶＨＲＲからsplitwindowを用いて地表温度を求める方法についての話題提供があっ

た。従来の方法と異なり，ｃｈ４とｃｈ５の比を取る手法である。陸域で求められる点に大きな

特徴があり，大変興味深いものである。

千葉大学夏季公開セミナー(主催：千葉大学環境リモートセンシングセンター，理学部海洋生

態系研究センター，海洋f111｣ﾕ学会),安房小榛理学ＩＭＩ梅ｉＷｌｉ態系研究センター，1995il{８月８－９日

琉球大学理学部物理学科教授沢岻英正，1996.3.4．

「環境と物理学」のタイトルで，イースト菌によるオゾンl1Yiモニタリングの解説と，卵白ゲル

の冷蔵庫中でのガラス化の話があった。

北海道大学工学部助教授馬場直志，1996.3.8．

「大気擾乱下における天体の高空間分解能撮像と分光」のタイトルで，大気屑を通じた天体観

iillにおいて大気の擾乱の彩騨の軽減をはかる補償光学の解説があった。

､r・LealMertes（UniversityofCalifOTnia,SantaBarbara)，1996.3.22

"InundationHydroIogyfromaRemoteSensingPerspective,,

洪水の氾濫域の分布および水深,水質,懸濁物質漉度，藤の分布に関する情報を可視・赤外お

よびマイクロ波によるリモートセンシングを用いてhllllＩする方法について多くの11#例に基づき

解説された。
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■６．３センター教員識演会(セレスの夕べ）

毎月１回，「セレスの夕べ」と名付けたセンターの談話会を行っている。平成７年度は以下

の話題提供が行われた。

1995.4.２５

アラブ首長国連邦における水文環境調査

新藤静夫

アラブ首長国連邦の雨期は概ね12月から３月までの間にあり．とくに２)】に集中している。

しかし，乾燥地域の特質として，その量は年によって著しく異なる。資料は十分ではないが，６

～８年程度に１回の淵Ｉ合で大降雨がもたらされる。可能蒸発獄が降水量の数倍に述するような

環境下では通常の降水による地下水酒養はほとんど期待できず.上記のサイクルで発生するワ

ジの大洪水の折りに地下水の災中的な爾養が行われるものと見られる。このような「不確定原

因」をできるだけ11皇確に評価することが地下ダム計画の可否を決定するといえる。本研究では

これをワジ堆積物の堆枇相解析によって明かにすることを試みた。涌養域や帯水胤の発達状況，

また帯水層常数などの「確定要因」については，衛星画像情報とグランド・トルースに基づく

水又地形調査や，既存ボーリング資料と帯水層試験に基づく水文地質調査によって評価した。

さらに，人工降雨実験,現場透水試験を行う一方,地下水質分析,放射性同位体分析を行った。

・誓謹Ｉ

ＵＡＥにおける観測風興

１９９５．５．２３

ライダーによる大気環境の観測

竹内延犬

リモートセンシングの蚊もり辿り的な例であるライダー（レーザーレーダー）について，その原

El1，脈賦,特徴をiii(行の|)M発してきた装置，観illll例をﾉﾊﾞに，エアロソルを脂械にしたミー散乱ラ

イダー，女(体の吸収波及と非吸収波長の2波長を組み合わせた鑑分吸収法ライダーを【|』心に税

IﾘIした。観測例としては'1Ｗ公害研（現国立環境研）の!|I【１１mリドリライダーによる人文(境界liYiの構

造，混合lWi織造の}l変化，「1動911排ガスの拡散等の槻jlllIや，人型ライダーによる５０kｍ閥の広域

観illl，火11｣爆発後の成IvilZIIエアロソルの変化,海風前線の佼人の様子等の観#{'１，下葉人学での

!『lj繰り返し半導体レーザー励起ＹＡＧレーザーを光jiiとした装置によるヤマセのidMiIや固体波
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災可変レーザーを光鯨とした差分吸収ライダーによるＮＯ２の空間分布のiIIl1定等を紹介した。衛

１１１データの人気補i股には刻々変化するエアロソル，水蒸女(の補正が粛要であり，そのためには

ライダー観i111lが有効であり，そのための大気補正111ライダーの;|画を紹介した。

１９９５．６．２７

大気放射，吸収スペクトル‘スペクトル線幅

久１１t宏町１

術jilリモートセンシングの光源として，可視・近赤外の波及頒域で肢も晋iUiに川いられるの

は人陽光であり，これは近似的に温度6000Ｋの黒体放射と見なされる。太陽スペクトルには数

〃本の吸収線（Fraunhofer線）が現れるが，この中には酸素分子，水蒸気などによる地球大気

線が存在している。織城では，まずこれらのスペクトル線について紹介し，つづいて，スペク

トル線に幅がﾉﾋじるＩｌｉｉ因について，これまで講演者が行ってきたマイクロ波やレーザーによる

分光実験の具体例を交えて解税した。大気中の原子・分ｆについては，多くの場合，衝突編(圧

ﾉﾉ編）とドップラー柵とがIHI題となる。衝突幅は分ｆの､V均衝突時間の逆数として与えられ，

ドップラー鴨は,局所的な人気温度を反映する。衛星搭俄のセンサーの波及帯域の検`ｉｔに当たっ

ては，大気の各liliにおける分子吸収の詳細について考慮する必要がある。

1995.7.27

エアロソルが地球の気候を変える

,ﾄﾞｶﾞ村民雄

女(侯変動に決定的役削を果たすものは何か？複雑で比較的安定と考えられてきた女(候系では

特定のものだけを議論することは困難である。しかし幾つかの候補があり，エアロソル(浮遊

微粒子，とりわけ太賜光に対して0.1から１匹、程度のものが効果的）もその一つである。

エアロソルの何がWi典か？1991年６月に大爆発したPinatubo火山は，身近にエアロソルの効

果を教えてくれる。そのMr煙は，高度20kｍ以'三の成肘圏に達し，その後数カノIで北半球全域に

拡がり，濃度の減少はあるが数年続いたことは記憶に新しい。もしこの状態が(ＩｌＩＩ{も継続すれ

ば,地球は確実に寒冷化に向かう（わずかに平均女(脇が低｢したという報告もある)。亜饗なの

は，太陽光に対する光学的ﾔ|;質一光学的厚さ，復業屈折率等一であり，その存在,Ifli度である。

一方，産業活動によって排111されるものも無視できないものであるが，これらはまだ定賦的

に把握されていない。分球的に二れら人為源，自然鯨の影騨を評価するためには，術jl1による

驍視と厳密な解析が必要である。

１９９５．９２６

CEReSにおける可視・赤外分光スペクトル測定機器の現状と樹木葉の分光光度計による透過・

反射スペクトルの測定法による変動

-t輪卓Uj1

Ｉ：CEReSにおける可視・赤外分光スペクトルiII11定機器の乳状：CEReSでjL1lI機器として現

有,稼働している可視・赤外分光スペクトル測定機器の現状，特に1995年IiLkに納入された３

機種（○印)についてﾔk能,特徴，マニュアルに記述されていない点を含め便111法等の概要を説

明した。機器名を以下に紀述する。
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l）紫外・可視・近赤外分光光度計；○１－１：パーキン・エルマー社製Ｌａｍｂｄａｌ９，１－２：日

立製作所製：３３０，１－３：島津製作所製：ＭＰＳ5000

2）赤外分光光度計；○１－１：パーキン・エルマー社製ＦＴＩＲ－２０００，１－２：島'11製作所製IＲ－

４２０

３）分光蛍光計；３－１：Ｈ１r製作所製：650-60

4）分光放射計；○４－１：AnalyticalSpectraIDeviceslnc製：ＦｉｅｌｄＳｐｅｃＦＲ，

４－２：GeophysicaIEnvironmentalResearchCorp・製：Thermallnfraredlntelligent

Spect｢oradiometer（ＴＩRIS)，阿部設計製ＶＩＳ・NIRSpectroradiometer

Ⅱ：樹木葉の分光光度計による透過・反射スペクトルのilll定法による変動：高精度のグランド

トゥルースデータの取得・収集とデータベース化の研究の一環として樹木葉について測定法，

試料配置法等によりスペクトルがどの様な変動をするか,主として分光光度計による検討を，

新規に導入された分光光度;1.2機種の試験を兼ねて行った。結果の概要は紙面の郁合上省略す

る。

１９９５．１０．２４

モンゴルプロジェクトについて

本多嘉明

衛星観測を主体とした砂漠化モニタリング手法の確立は，地球の様々なところで進行してい

る砂漠化を把握するために極めて電要である。１平方メートルあたり乾燥粛最にして８９程度

の希薄な植生を一週間程度の時間分解能で把握する必要がある。このためには衛星のセンサー・

地上で収集されるべきＷｉ報に望まれるものが数多くある。モンゴル草原の生態系維持のための

日本・モンゴル・アメリカの共同研究の枠組みを作ることにより目的達成のために10年計画

で研究を実施中である。

１９９５．１１．２８

植生リモートセンシングの将来

梶原康司

地球上の陸域植生が様々な物質・エネルギー循環に寄与していることは周知の蛎実であるが，

炭素固定量ひとつをとってみても，全球でどの程度であるかを推定するのは容易でない。リモー

トセンシング技術は全球のバイオマスや生産量の把握を可能とするポテンシャルをもってはい

るが,現状では実際の植生に関する物理量と衛星データをむすぶ有効な間接推定モデルは確立

していない。また，植(t物理戯と衛星データとの関係を議論する以前に，植物のキャノピー表

Iili，キャノピー・レイヤーにおける光の散乱特性すら十分に把握されていない。モデル作成に

は豊富な実ill1データを必要とするが，それらを収集する手法が確立されないと，モデル作成に

供するデータが僅少となり，その結果一般化しにくいモデルしか作成できなくなる。演者は植

生のある地表面の光の散乱／吸収特性を記述するモデルを早急に構築していく必要を感じてお

り，そのために必要な麟礎データ収集手法の確立をめざしている。基礎データ収集のための放

射計等の測器は,既存のものでは数多くのデータを短時llllに収集するには不十分な性能しか有

していないため，新たに開発していく必要がある。

講演では，草本植生の双方向性反射特性および広域の平均的分光反射特性を計測する測定シ
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ステム開発の経緯と，それらを11]いたモンゴル草原における実ilWで，これまで収集することの

難しかったデータの取得に成功した例を紹介した。

１９９５．１２.２６

アジアLandCoverプロジェクト

建石降太郎

アジアリモートセンシング協会（ＡＡＲＳ：AsianAssociationonRemoteSensmg）におけ

るワーキンググループ(ＷＧ)，“lkmLandCoverDatabaseofAsia，，を始めた経緯の説明，

同様な国際プロジェクトの解説を行い，ワーキンググループにおける現在の活動状況を説明し

た。本ＷＧは，アジアのリモートセンシング研究者が共同でアジアの環境要索のデータベース

を作成することの重要性の認識から1993年に発足した。現在アジア・オセアニアの２９ケ国か

ら49人のＷＧメンバーで構成されているｃアジア全域の１kｍ（30秒)メッシュの土地被覆デー

タセットを作成することを岐終|]的としている。土地被覆分野で国際的に礪要な活動は，

ＵＮＥＰ／ＦＡＯによるHarmonizationofLandCoverClassificationである。すわなち，既存の

異なる’二地被覆分頬項目を関迎づけ，標準的な分類項目を設定しようという動きである。本

ＷＧもこの動きを考慮して，将来は分類項目を設定する予定である。現在は，ＮＯＡＡ／NASA

PathfinderAVHRRLandDataSetを用い4分メッシュ上地被楓データセットを作成しつつ

あり，1996年中に配布の予定である。将来は，１kｍ，さらに250ｍと解像度を上げていくｙ定で

ある。

１９９６．１．２３

リモートセンシングによる地域の環境解析

近藤昭彦

演者が行ってきた地域の環境解析に関する研究事例について地理情報とリモートセンシング

のリンクという点に力点をおいて紹介を行った。

事例(1):土地利用の変化が地域の蒸発散量に及ぼす影響

宅地開発の著しい東京西郊の多摩丘陵で，土地利用の変化をLANDSATMSSデータでマッ

ピングし，複数のラスター型地理情報を組み合わせて広域の可能蒸発散賦の変化を求めた。

事例(2)：リモートセンシングによる斜面温暖帯の解析

関東平野を取り巻く山地の斜面に現われる斜面温暖帯についてＬＡＮＤＳＡＴＴＭの夜間熱赤

外画像とＤＥＭを雨ね合わせ.標高と地表面温度の関係を解析した。

事例(3)：リモートセンシングによるヒートアイランドの研究

ヒートアイランド強度と都市の規模に関する古典的な研究テーマに対して，ＬＡＮＤＳＡＴ

ＴＭの熱赤外画像と土地利用の数値情報の重ね合わせにより評価・解析を行った。

事例(4)：リモートセンシングによる湿地の環境解析

渡り鳥であるツルの存在場所をアルゴスシステムで追跡し，その場所における環境・解析を

GISとＬＡＮＤＳＡＴＴＭの組み合わせで行った。

1996.2.27

リモートセンシングシミュレータの利用

岡山浩
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私は1975年にリモートセンシングシミュレータを設計し，製作した。このシミュレータのた

めに実験室を作っていただき，現在反射測定の実験に利用している。今回はこのリモートセン

シングシミニレータの利用ということで，物体の傾斜角度の測定についてお話しをした。モデ

ルを使い，モデルの傾斜角度が方位角方向の測定より求められることが分かった。次に人工衛

星JERS-1の光学センサを使った富士山のデータより，富士山の傾斜を方位角方向より測定し，

その傾斜角の評価を行った。その結果はリモートセンシングシミュレータを用いた傾斜角の実

験結果のグラフの上に丁度プロットできた。このようにリモートセンシングシミュレータの利

用価値の大きいことを示した。

１９９６．３．２６

地下水モデリングを用いた水文ＧｌＳの構築

唐常源

地下水の開発利用は水資源管理の重要な課題となっている。これまで流域環境の水を調査す

る際に，多くの地下水モデルが開発されてきた。これらの地下水モデリングは流域地下水の運

，要1鵬竺嚇臓鰄蹴藤鰯霊感iWii」WWljri習
の両者の長所を統合し，新たな水文ＧＩＳを構築する必要がある。

ここで示しているのは，アメリカＵＳＧＳで開発されたMODFLOW及びMODＰＡＴＨのよう

な地下水モデルとＰＣベース地理情報システムIDRISIとの統合の例である。データベース(例

えば,土地利用状況,帯水胸分布等)をIDRISIで管理し，preprocessorを介して，MODFLOW

およびMODＰＡＴＨに初期条件,境界条件を与え，地下水流動系を計算させる。計算結果をpost

processorを介して，再びIDRISIへ戻し，地下水位分布などの図として出力する。これらのも

のはすべてパソコンで実行可能であり，汎用性があると考えている。
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[７］新規大型研究設備

■７．１高度隔測情報処理装置

この装置は，人工衛塁の画像データ，地理情報，地｣z観測データなど大量のデー

に解析・処理するための装置群で，次のような部分から構成されている。

夕を効率的

(1)サーバ部

FujitsuS-4/２０Model612SX

二に記憶192ＭＨ１３６ＧＢＨＤＤ：10カセット８ｍｍテープ・オートチェンジャーｘ２

Ｃコンパイラ

(2)放射・散乱シミュレーション部

FujitsuS-4/２０ＭｏｄｅＩ６１ＳＸ

乖記憶ｌ６０ＭＨ２８ＧＢＨＤＤ：ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ

(3)広域衛屋画像処理部

FujitsuS-4/２０Model61SX

主記憶ｌ６０ＭＨ２８ＧＢＨＤＤ：ＧＩＳパッケージ(ＧＥＮＡＭＡＰ）

(4)隔測画像情報処理部

SiliconGraphicslndigo2XZ

主記憶64ＭＢ：l0GBHDD：Ｃ,FORTRANコンパイラ

植物成長シミュレータ(ＡＭＡＰルリモートセンシング画像処理パッケージ(VISTA）

(5)周辺機器

カラーハードコピー装悩(CANONPixelDio-S)，LBP(Unityl200XLO-J)，

ＣＤ－ＲＯＭ書込装置(ＹＡＭＡＨＡＣＤＥ１００ＨＡ)，処理端末(PowerMac7700/ＡＶ×4）

■７．２大気補正用地上設置ライダー

【衛星データの大気補正の必要性】

衛星に搭載されたイメージセンサから対象となる物理1htを正しく導出するには，衛星に搭載されたイメージセンサから対象となる物理1htを正しく導出するには，大気がデー

タに与える効果を正しく補正する必要がある。一例として，ＮＯＡＡのＡＶＨＲＲセンサには，波

長帯域が0.58-068浬、(可視）と0.72-1.1匹、(近亦外）の２つのバンドがあるが，大気中の

水蒸気の吸収は近赤外での見かけの反射率を１０－３０％減少させる。また，可視域のバンドは

近赤外に比べてエアロソルの影響を大きく受けるほか，見かけの反射率はオゾンによって減少

(5-15％）したり，分子のレイリー散乱によって増jⅡ(２－７％）したりする。

【大気補正用ライダーの開発】

ライダー(Lidar,LIghtDetectionAndRanging，レーザーレーダーともいう）は，指向性の
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よいレーザー光を大気中に照射し，大気中の分子やエアロソルによる後方散乱光を口径の大き

な望遠鏡で受信して解析する装置である。光源としては紫外から可視,赤外にいたる強力なパ

ルスレーザーが多く用いられる。一例として，ネオジム・ヤグ(Ｎｄ：ＹＡＧ)レーザーの第２高調

波(532,ｍ)の緑色の光を11]い，１パルスあたりのエネルギーとして300,J程度のものを用いる

と､条件にもよるが，地｣二10kｍの高さからの散乱光を検１１Ｉすることも可能となる。

平成7年度の補正予算によって，環境リモートセンシング研究センターに大気IWilE用のライ

ダー装置が設置された。装悩の写真と図を下に示す。装ifiの特徴としては，

1）衛星飛来時に同期して大気補正用データを取得するため，昼間でも対流圏上部まで測れる

2）エアロソルによる散乱（ミー散乱)から濃度や分布を測るため多波長(4波長)の'０１時計iiillが

できる

3）エアロソルの形状を知るために偏光の成分が測れる

4）断面方向の走査ができる

5）水蒸気分布をラマン散乱によって測れる

などが挙げられる。

饗震篝鐸

ザーピームー

）

送偲レー

（４波長
一受I月光

（

－－－－－高度角

（走査装
･方位角

狂一芸冠

、
レーザ

－受
但望道iｎ

送 伯光学系

光学系一受但

蝋纈蝋纈

大気補正用地上設置ライダー
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■７．３分光光度計,分光放射計等のCEReS分光測定機器

CEReSで便Ｈ１可能な分光測定機器名と概要一覧を記述します。

7.3.1．紫外・可視・近赤外分光光度計Perkin-EImer社製Ｌａｍｂｄａｌ９：

1995.3.導入機器：’85-3200,ｍ：ダプルピーム分散型機器：

（1-1）通常の透過スペクトル

（1-2）積分球による反射・透過スペクトル(照射光はスペキュラー，反射・透過光は全角度

の光を集光して測定，つまり通常の意味での全拡散反射・透過スペクトル)。この装置で

は，試料が縦置きなので，粉体等の場合ガラス等のカバーが不可欠となる。

（1-3）拡散反射iilII定装iUfを用いた拡散反射スペクトル(照射光は装置の光学系で決定され

るスペキュラー，反射光も装圃で限定された集光角度の反射散乱光)。この装晄は透過ス

ペクトルの測定には実質上使用不可。しかし，試料を水平に配置するので，粉体等にもカ

バー無しで使用できるが，短焦点の光学系を使用しているため，試料表１ｍの状況が顕著に

影響し，再現性のあるデータを取得するためには，試料表面の状況の再現性を得るための

工夫が不可欠である。

7.3.2．近赤外・中赤外分光光度計Perkin-Elmer社製FTIR-2000：

1995.3．導入機器：

近赤外域：15000ｃｍ-１（667,ｍ)-400ｃｍ-１（25000,ｍ）

中赤外域：5000ｃｍ~’（2000,ｍ)-400ｃｍ-1（25000,ｍ）

：シングルピームフーリエ変換型

（2-1）通常の透過スペクトル

（２－１－１）錠剤

（２－１－２）液体

（2-1-3）２２ｍの長光路ガスセルを使用して，ガスの透過スペクトル

（2-2)正反射スペクトル：

角度可変正反射測定装圃を用いて,30-70.の正反射スペクトル

（2-3）拡散反射スペクトル：

拡散反射測定装圏を用いて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトル

この装置によるデータは,近赤外,特に10000ｃｍ-１（1000nｍ)から長波長OIIではＬａｍｂｄａ

ｌ９によるデータよりはるかにＳ／Ｎが良い。従って，拡散反射で良い場合には，これで測定

するべきと思われるが,良い事ばかりではなく，重大な欠点もある。それは，シングルピー

ムであるために，１)参照試料を測定した時の測定室内の状況の再現性が直接データ精度に影

響する，２)拡散反射装極では短焦点の光学系を使用して居る為に，試料表面の状況が顕著に

影響する。これはＬａｍｂｄａｌ９の拡散反射測定装置を使用する場合と状況は同じである。

７．３．３．以上の２機秘以外に，紫外・可視・近赤外分光光度;１．は２機種，亦外分光光度計は１

機種,分光蛍光計1機秘等が有ります。

7.3.4．分光放射計

（4-1）可視・近赤外分光放射計AnalyticalSpectralDeviceslnc・製Ｆｉｅｌｄ

ＳｐｅｃＦＲ：1995.3.導入機器

350-2500,ｍ：シングルビーム３領域分割(１：３５０－aboutlOOOnm2：aboutlOOO-1
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700,,,3：aboutl700-2500nm)並行スキャンニング

視野角；標準：２５．，オプションレンズ：５.

標準白坂：l0xlOinches,２x2inchGsの２菰

人射光測定11]アダプター：リモートコサインリセプター(平面に入射する全方向の光をillI

定するユニット）

(４－２）熱赤外分光放射計・GeophysicalEnvironmcntalResearｃｈＣｏｒＰ製Thermal

InflaredlnteI1igcntSpectroradiometer（TIRIS)：約５年前導入機器：

2000-17000,ｍ：シングルビーム４領域分割順次掃引型,視野角：約30.

鎚準黒体等のオプションは全く無し。

2000-17000,ｍ：シングルビーム４頒域分割![1次耐引型，視閏

鎚準黒体等のオプションは全く無し。

(4-3）可視・近赤外分光放射計阿部設計製：350-1200,ｍ：

約10年前導入機器：シングルピーム2領域分割lllii次掃引型
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[８］組織・運営

■８．１予算

凶９

0000（

■８．２職員名簿

平成7年度の職員名簿（平成８年度については付録の教員要覧も参照されたい）

センター長新藤静夫

○センサ/大気放射研究部'''１

センサ研究分野

教授竹内延夫

助教授久世宏明

大気放射研究分野

教授ｉ｢lｊ村民雄

○データベース研究部門

環境データベース研究分野

肋教授近藤昭彦

識師梶原康可

地理情報処理研究分野

教授新藤繍夫

助教授唐常ｉｉｉ

○地球環境情報解析研究部Ｉｉ１Ｉ

植生モニタリング分野

肋教授本多嘉明

環境情報解析分野

教授豆輪点司

助教授ｌｕｋ石降太郎

データベース基礎研究分野（容貝）

客員教授杉森康宏

寡員助教授竹内章！．

データベース開発連用部

安田蹴純

岡ｌｌｌｉＩｌｉ

ｌｕ洋一

石１１１峰

岡野千存

黄少博

池田卓

教授（兼任）

継師

1lb手
"

ﾉﾉ

ﾉ’

技宮

－５８－

事項

佼費･旅費･施設整備費等

奨学寄付金

受託研究

科学研究費補助金

156,210,000}'］

9,630,0001リ

3,788,0001リ

13,100,0001】］

受入れ件数９件

" ２件

バグ ５件

合計'． 182,728,0001リ

備考



■８．３運営委員会の記録

平成７年度の迎営委員名薄

P己

迎営委員会概要

第1回 平成７年７月３日

議事

１．Fill委員長に環境リモートセンシング研究センター竹内教授が選出された。

２．次の諸規程の制定等が承認された。

①千葉大学環境リモートセンシング研究センター長候補者選考内規

②千葉大学環境リモートセンシング研究センター教員選考内規

③千葉大学環境リモートセンシング研究センター自己点検・評価委員会規程

④千葉大学環境リモートセンシング研究センター教員会議規程

⑤千葉大学映像隔測研究センター及び工学部・映像隔測研究センター共同棟⑤千葉大学映像隔測研究センター及び工学部・映像隔測研究センター共同棟防災規程

の一部改正

３．データベース研究部門の助教授に唐常源氏を任用することが承認された。

４．その他

報告駆項

①平成８年度概算要求について

②国際シンポジウムについて

③今後の日程について

－５９－

役職 氏名 所属・官職

委員長 新麟１Ｗ夫 環境リモートセンシング研究センター長

副委貝長 竹内延夫 環境リモートセンシング研究センター教授

委貝 松野太郎 北海道大学大学院地球環境科学研究科教授

" 横山隆三 岩手大学工学部教授

" 川村宏 東北大学理学部教授

" 高木幹雄 東京大学生産技術研究所教授

” 野上道男 東京都立大学理学部教授

” 山口正恒 総合情報処理センター長

" 古谷H1【彦 理学部教授

" 大野隆司 工学部教授

" 今久 園芸学部教授

" 安田珊純 工学部教授(環境リモートセンシング研究センター兼務）

" 高村民雄 環境リモートセンシング研究センター教授

" 三輪卓司 環境リモートセン 'ソグ研究センター教授

〃 杉森康宏 環境リモートセンシング研究センター客員教授



第２回平成７年９月１８日

識事

１．地球環境情報解析研究部門の教授選考を行う事が承認され、教員選考委員が選111され

た。

報告事項

①研究生の受け入れについて

②国際シンポジウムについて

第３回平成７年11月６日

議事

１．①地球環境情報解析研究部門の教授に浅井富雄氏を任用することが承認された。

②データベース研究部門旭洋一助手の退職勧奨が承認された。

２．環境リモートセンシング研究センターとモンゴル国立リモートセンシングセンターの

間で学部間交流協定を締結することが承認された。

3．運営委員会の審議事項の一部を教員会議に付託することが承認された。

報告事項

①平成７年度共同利用研究について

②研究生の研究期間延長について

第４回平成８年３月２６日

報告事項

①平成８年度概算要求について

②平成８年度共同利用研究について

③学部間交流協定について

④平成８年度政府予算案及びCOE関係経費について

⑤研究生の受け入れについて

⑥環境リモートセンシング研究センター開所式について

⑦その他

－６０－



年度平成 ：

覧教 員 要

千葉大学

トセンシング研究センタ環境リモー



センサ／大気放射研究部門

乳
11r零i曇

久世宏明助教授岡村民雄教授竹内延夫教授

地球環境情報解析研究部門

謡iii血 （

本多端助助教授 建石陸太郎助教授三輪点可教授浅井富雄教授

データベース研究部門

liiii ノ

唐常jIii助教授新藤静夫教授杉森康宏客員教授 近藤昭彦助教授

へ

梶原康司講師竹内章司客員助教授

－６３－



データベース開発運用部

銘 ,iｉ
安田嘉純教授 岡山浩講師 石１１１降助手 岡野千春助手

黄少博助手

－６４－



鶏鯛…ｌ

護Ull

研究テーマ

センサ開発,大気光学／太父(放射／大気Mi正､衛星リモートセンシング

主な発表論文

・Diode､laserrandommodulationcwlidar,Appl､Opt,25,63-67(1986)．
・ShoTt･ｔｉｍｅforecastingofsnowfalIbylidar,AppI・Opt,２５(１３，２１０９－２１１４
（1986)．

・ミー散乱レーザーレーダーによる１２１動iIi排ガスの拡散の槻iIlllザェアロゾル研究`2.
128-133(1987)．

・環境濃度NOZ測定111差分吸収レーザーレーダーの設計と製作.レーザー研究．１５(3)，
170-180(1987)．

・干渉フィルターを有するライダーにおける幾何学的効牛<の醤察,レーザー研究．
１５(5).296-306(1987)．

・FASCODE大気光学モデルによる分光illilll法測定輔度の検iil・分光研光３６(41L２６５－
272(1987)．

。Ｍ系列を用いた擬似ランダム変淵法ＣＷレーザレーダの応呑illI定と誤鑑，遍子情
報通信学会論文誌,７１－Ｃ(6),870-878(1988)．
・境界誤差がライダー反岻解法に及ぼす影智の解析，レーザー研究’１９(7),634-640,
（1991)．

oTheverticalstructurco「IbgobscrvedwithalidarsystemalMisawaAiTbasa
Japan,ＬＡｔｍｏｓ,Mctcoro1.30(8)1066-1096（1991)．
・講中でのライダー多亜散乱(liりのモンテカルロシミュレーション手法,光学,２０(9)
595-602（1991)．

。ＬＤ励起ＹＡＧレーザーを光瀕とする可翻型ライダーシステムの試作，レーザー研
究,２１(6)641-648(1993)．

．Ｍ系列擬似ランダム変調法によるレーザーレーダー応答の距離分解臓可Ｌレーザー
研究,２１(12)．1273-1278（1993)．
・台風域におけるＮＩＭＢＵＳ－７ＴＯＭＳデータから得られたオゾン分布の特微．日本
リモートセンシング学会諺１４(1)１５－２４（1994）

oEffectsofmisestimaledIar-endboundaryvaIuesontwocommonlidar
invcrsionsolutions,AppIicdOptics,３３(27),6451-6456(1994)．
・波長可変固体レーザーによるNO2計測用ライダーシステムの試作‘レーザー研究，
２３(3)237-243(1995)．

・High-sensitivedetcctionoftracegasesusingopticalhctcrodyncmethodwith
ahighfinesseint｢a･cavityrcsonatorPpticalReviw,Ｖ01.3（４）,inpTcss．

高村民雄 研究テーマ

エアロソルの変動と大凱への彫轡評価

リモートセンシングによる大気中の水蒸気，雲水且の推定

｜ｕ･acjp

l:E:灘辮
|専門分野:気象学(大気放射学)･大気環

主な発表瞳文

・Amethodtorctricveaprecipitablewaterusingamicrowavespectro

radiometer,Ｊ,Met・SocJpn，Vol､７４，Ｎ0.1,37-47,1996.

．Surfacerenectanceinanurbanizedareawithsnowcoverin凶Snowandlce

Covers:IntcractionswiththeAtmosphe泥andEcosystcmso，（Eds.Ｈ･GJones

etal.)，（ppl97-212),340pp,IAHSPress,Oxfordshire(ＵＫ)，1994.

．TToposphericaerosolopticaIpropertiesderivedf｢omIidar･sunphotometeT

andopticalparticIecountermeasuTementaAppliedOpticSVo１．３３，No.３０，

７１３２－７１４０，１９９４．

．UpwaIdLongwaveRadiation【romaNon-BlackUrbanCanopy,BoundaTy･

LayerMeteoroIogy・Vol,６９，No.３０２０１－２１３０１９９４．

．ＳｐectraI祀ｎｅｃｔａｎｃｅｉｎａｎｕＴｂａｎａｒｅａ－ＡｃａｓｅstudyforTokyQBoundary‐

LayerMeteor印Ｖｏｌ５９．No.１０６７－８２，１９９２．

－６５－



久世宏明

HiroakiKuze

助救授

1955.1.5生

Ｔｅ1．０４３－２９０－３８３７

研究テーマ

衛展データの大気補正,人文(MilIJI1ライダーの設計・ＬＯＷＴＲＡＮ７によるライダー

の偲号雑音比の研究，'こり搬測ライダーによる地域汚染・多ili散乱・人文(ゆらぎの研究，

大気微風成分計iH1Iセンサの研究

主な発表鎗文

・MicrowavespeclroscopyolwaleTｉｎｔｈｅしzcxcilcdvibrationaIstate、

Astrophys.Ｊ,２３９，１１３１－１１３３（1980）

．[【i９h.resolutionlasc「spectToscopyolthez,ｊｖｉｂ｢ation-rotationbandof

IlCOOILJChe、､Phys､７７．７１４－７２２（1982）

.、iodeIaserspectroscopyo｢supcrsonicIreejets､AppLPhys.Ｂ３２．４３－４７

（1983）

・StudyofcoI1isional「cIaxationinNH3bysteady-statc，inrrarcd､inIrarcddouble

resonance,ＬＣｈｅｍ､Phy5.80,4222-4229（1984）

・CoIdjetinfraredaI)§orptionspcctroscopy：ｔｈｅし，banｄｏ「ＷＦ`．」．Ｃｈｅｍ・

PhysBq5994-5998（1984）

・lmpactoItopogTaphyonmo1ecuIar-beamscatteringonsuTIaccs：ｔｈｅＮＯ・

diamondcase,PhysRcMLctL61，730-733（1988）

・Influenceofscallcringhislo｢ｙａｎｄｏｕｔ・of､planescaUcringonthcrotalionalen･

crRyredistribution：NOscatIcrinIVfromgraphite・ChemPhys・Lclt､153,

569-573（1988）

・BoltzmannequationaMIysisofapuIsedmoIecuIarbeamundernon‐

cquiIibriumconditions,ChcIuu・Phys・LctL195,400-405（1992）

｡、ccelerationofmagncticdipoIcsintcractingwithYBa2CujO7supcrconduc-

torsJ､Appl､Phys､7３，１３２０－１３２６（1993）

・MeasuremelutandanaIysisoflalcraIforcesbetweenmagnelsan(ｌhigh.`ｒｃｓｕ‐

perconductors,JAppI・Phys､７７．７７０－７７８（1995）

難ﾘ獣;１１鰯蹴鞠i獄11｜
京大学大学院理学系研究科,982.,M｜

｝

iii灘灘
爾風蝋競鰯蟄,,…１１

浅井扇雄

TomioAsai

教授

19329.15生

TCI：Ｏ４３－２９０－３８４２

Ｆａｘ：Ｏ４３－２９０－３８５７

ＥｍａｉＩ:asai＠rsirc・ｃｒ､chiba・ｕａｃ.』ｐ

学歴：1959京部大学大学院FI､1A研究

科博士課程中退,理学１W二ｔ

職歴：1959京都大学助手．1959文(蚊研

究所研究官,l964米国大気科学研究

所客員研究員,l967京都大学助敬授，

1968米国大気科学研究所群11研究

員．1973東京大学教授.1990束);(大

学海洋研究所所長，I993uSKU入学救

授．1996現議

所属学協会：日本気象学会，［1本海洋学

会,海洋気象学会，水文・水筒鯨学

会，日本自然災害科学会．国境科学

会，日本流体力学会．アメリカ女(梁

学会，アメリカ地球物FM迎合

専門分野：気象学,海洋学

研究テーマ

・局地気象

・集中豪雨雪

・大気対流

・大気・海洋Ｈ１瓦作用

主な発表鎗文（賦近５fI21III）

・AircraftobservalionDfacIou〔l･toppedboundarylaye「ｄｕｒｉｎｇ（ｌｃｏｌｄａｉｒｏｕｔ‐

break、LMeteorS()c,Japan，ＶＯＬ７３，８１１－８１６，１９９５

０MaintenancemechanislniⅡIdthermodynamicst｢ucturcofaBaiuIrontaI

rainbandretrievedfromdualDol)pIcrradarobservationsJ・Mctcor,SOC､Japalu，

Ｖｏｌ,７３，７１７－７３５，１９９５．

o4-5day-pcriodvariationandIow-IeveIdryairobservedinthccqualorialwes‐

temPacificduTin鷹ＩｈｃＴＯＧＡ,COAREIOPJMeIcor,SocJapan･Vol,73.276-

290,1995.

．冬季日本海上に発生する帯状製と低気圧の数値実験．Ｘ女(，Ｖｏｌ,40.388-392,
1993.

．ObservationsoftempcraturcandveIocityfromasuT[accbuoymooredinthe

ShikokuBasm(ＯＭＬＥＴ･88）－anoceanicresponsctoatyphoon、L

Oceanography，Ｖｏｌ､９．９７－４０６，１９９３．

．HeavyrainfalldurinlFrainyseaso、（Baiu）ｉｎJapan．】、：ThcGIoba］RoIeof

TTopicalRain[all.｣.Ｓ・ThcomctaI（eds.),ADeepakljub.,159-168,】992.

．地球温暖化における海の役１１１１－大女(と海洋の相互作用，海の女(象,Ｖｏｌ､3６，１４－２４．
１９９１．

主な著書（最近10年間）

。「ローカル気象学」．東川(大学１１１版会(1996）（単著）

．「いま，地球が危ない＿大凱汚染の恐怖一」，ポプラ社(1990）（lIqIi）

．「気候変動上東京堂111版(1988)(tM署）

．「大気と海洋」．日本放送111版協会(1986）（共著）

．「気象の事典」．平凡社(1986）（共普）

－６６－



研究テーマ

画像の変退色機柵の解明と保存性の向｣二,像の化学的・物理的・_liijl的特性，リモー
トセンシングデータの圃境科学への適用,環境悩報の解析・評価，グランドトゥルー
スデータの取得収梨とデータベース化

三輪卓司

TakujiMiwa

牧授

1938.8.3生

Ｔｅｌ：Ｏ４３－２９０－３８４０

ＦＡＸ：Ｏ４３－２９０－３８５７

ＥｍａｉＩ：ｍｉｗａ＠ilﾖSTC.ｃ｢.chiba-uac.jｐ

学歴：東北大学理学部化学科1961卒業,

東北大学大学院理学研究科化学叫攻

修士課程1963修了,東北大学大学院

理学研究科化学専攻抑止諜穏1966

修了,理学博士

職歴：米国ミネソタ大学理学部化学科物

理化学研究室ResearchFclIow，Ｔ

葉大学工学部諏師(附属天然色工学

研究施設),同助教授,同教授，下砿

大学映像隔測研究センターに1986

配撹抵換，1995現職

所属学協会：日本化学会，American

PhysicalSociety・分子科学研究会，

日本写真学会,ThcSocietyfor

ImagmgScienceandTechnoIogy，

光化学協会，RoyalPhoIographic

Society，日本リモートセンシング

学会

専門分野：画像工学,映像工学，画像光

化学,像質科学，リモートセンシン

グエ学,環境Ｈ１報，グランドトゥルー

ス

リモーＩ

主な発表鎗文

・樹木葉の反射スペクトルについての実験的考察、日本リモートセンシング挙会第

１９回学術講演会論文典,ｐｐ､183-184（1995.11）
・樹木葉の反射スペクトルについての実験的考察Ⅱ，日本リモートセンシング学会第
１８回学術調漬会論文典,ｐｐｌ８７－ｌ８８（1995.5）151且I〒仲J辨碩壼詞〆娘．ｐｐ・ｌＷ－Ｉ５ＢｕＵＵＯ.｡ノ

･ｶﾗｰ写…像形成色蕊のiu瓢化学的挙動:…剛されているｲ櫛の色…Ｉ化とロイコ体生成の侭柵．１１本写真学会誌57,ｐｐ,323-332（1994）

･;鰯fw柵IIibHllwM慨鯛l:F獺猟ＭＷ;ｏＬＩｗ甥創

､脇霊繍勢嘩聯ﾌﾞ自鶏懲驚臨荊ｆ鮒蕊~｜

蕊懸護蝋i蕊

i議辮鐵欝蕊而
研究テーマ

】)人工衛星データを利用したモンゴル草原におけるバイオマスijl側；２)ＮＯＡＡＧＡＣ

データを用いた時系列データセットの作成とその応用；３)GlobaIImagedatabase

Networkに関する研究；４)地上観測と衛星データの統合利用にIlUする研究

本多嘉明

YoshiakiHonda

助教授

1960.2.18生

Ｔｅ!：043-290－3835(ファクス｣Ｍ１）

Ｅｍａｉｌ：yhonda＠Isirc.ｃr・chiba.‐

ｕ､ａｃｊｐ

学歴：1986山梨大学・エ学部・環境整

伽工学科卒,198811梨大学大学院・

工学系研究科・環境整伽工学WL攻修

士修了，199l東京大学大学院・工学

系研究科・土木工学専攻1W三t修了・

工学博士

職歴：199l東京大学生産技術研究所客

員助教授，1993横浜国立大学頂境科

学研究センター謝師，1995千蕊大学

環境リモートセンシング研究センター

’助教授（現職）

|:磯i鰯蝋埣

主な発表鎗文

oRccentadvanccsin3DapplicationｓｏｆｒｅｍｏｔｅｓｅｎｓｉｎｇａｎｄＧｌＳｉｎＪａｐａｌｌ

ｌＴＣＪｏｕＴｎａＬ５５－５８（1992）

・世界の植生,地学雑誌101(6)：５１４－５２７（1992）

・世界植生モニタリング,写山ilIⅡ風とリモートセンシング３６(1),４－１４（1992）

・ＮＯＡＡ衛星データを利川した人口収容限界の予測,写真iHﾘ風とリモートセンシング

３１(2)，23-280992）

・世界の植生について．日本IHI際地図学会月刊誌「地図」３１(4),５０－５１（1993）

・ＭＯＳ－１ＭＥＳＳＲとＮＯＡＡＡＶＨＲＲによるインドシナ半風のモザイク植生図作成、

写真測量とリモートセンシング３２(4)．２１－２４（1993）

oGroundTruthDatabascIorGIobaIScaIeRescarch-GrassIandBｉｏｍａｓｓ

ＭｏｎｉｔｏｒｉｎｇｕｓｉｎｇＮＯＡＡＡＶＨＲＲandGToundTruth-･Procccdingsollhe

symposiumonvegetationMonitoring,178-186（1995）

主な著書

・AnAnalysiso「GIobalEnvironmentbySatelliteRemoteSensinH-What

PopulationCantheEarthFced？－DevelopmcntPlanninHScc・Mitsubishi

ResearchInstitute,Ｉｎｃ２３ｐ.（1990）

oApplicationsofRemoteSensinginAsiaandOceania-Environmental

ChangeMonitoring-AsosiationofAsianRemoteSensin9.372p・（1991）

・リモートセンシングからみた地球環境の保全と開発.東京大学出版会（1995）
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処石隆太郎

RyutaroTateishi

助教授

19501125/ｋ

ＴｅＩ：Ｏ４３－２９０－３８５０

ＥｍａｉＩ：laleishi＠msi｢c・cT､chiba.u､acjp

学歴：l974東京大学農学部卒業.Ｉ:学１Ｗ

士

圃歴：l976東京大学生産技術研究所

研究テーマ

･上地彼圃モニタリング地域，アジア全域.令球の土地被IHIを衛肌データにより調べ

る手法を開発し，成果として土地波田データを作成する。

・地球斑境データベース：地球環境の科学的解析あるいは地球因,julIlIlUnの＃I:公的対筬

に必要な名和国境要素のデータベースを如何に作成するかのり}先を行う。

・リモートセンシング・GISによる地域の琿境モニタリング斑塊変動地域において，

リモートセンシングおよび地剛fIWllシステム(ＧＩＳ)を利１Ｗして，その地災状況の変

化・現状を把握するケーススタディを行い,環境変動の解枅を行う。

主な発裏鎗文

・ＤｏｒｅｍｏｔｅｓｅｎｓｍＲａｎｄＧＩＳｈａｖｅａｐｒａｃｌicalapplicabilityindwcloping

countries?,InternationaIJournalolRemoleScnsing，Ｖｏｌ」６，Ｎ０．１．３５－５１．

１９９５

・ＲＭＳ誤差と確率誤差の関係,７；山jHIⅡⅢとリモートセンシング.Vol33,No.4,15-

221994

・DevelopmentofgIobaIIandsurfaceevapotranspirationandwalcrbaIance

datasets､写典測吐とリモートセンシングＶｏｌ､33.Ｎ０．５．４８－６１，１９９４

・Considerationsonp｢oblcmsoＩＮＯＡＡＧＶＩｄａｔａｆｏｒｇＩｏｂｎｌＩａｎｄｃｏｖermoni‐

toring･GeocartoInte｢nalionalVo１．９．Ｎ０．４．５－１５．１９９４

助手，1979干葉大学工学部鋤師．現

職

所属学会：日本写真側Htfi生公,1-1本リモー

トセンシング学会．川本沙填学会，

AmericanSocielyIorPholo・

ｇｒａｍｍｅｌｒｙａｎｄＲｅｍｏ(ｅＳｃｎ５ｉｎｇ

専門分野：陸戦リモートセンシング．国

境１W報処理工学

主な藩密

・地球環境科学概説,共著．1996,Ｗ１回瞥店

・地域環境の復元,共著，1992,朝倉轡店

・図解リモートセンシング,共稗，1992，日本写貝iHIlil学会

・Applicationso［RemoleSensinginAsiaandOceania･共猟I99LGcocarto

lnternationaICente「

・リモートセンシング用語辞典,共藩’1989,共立Ⅱ1版

新藤静夫

ShizuoShindo

教授

1934生

ＴｅI：Ｏ４３－２９０－３８３６

Ｅｍａｉｌ：shindo＠msirc.c｢､chiba.u・acjp

学歴：東京教育大学理学部I958卒.HUj（

教育大学1966.理学１９士

磁歴：東洋大学工学筋助手．鰯師．助敬

授.筑波大学地球科学系助牧授，敬

授.千葉大学理学部敬授．1995千雄

大学国境リモートセンシング研究セ

ンター長・現職

所凪学会：日本リモートセンシング学会．

日本水文科学会．日本水文・水資源

学会．日本地形学迎合．日本地卵学

会，日本地下水学会，１１本ＩＭＩ地間

学会,地すべり学会Ⅱ本負(蚊学会・

日本節四妃学会.【H1際水文地面嶺公

（ＩＡＨ）

専門分野：地下水水文学,国境地面

研究テーマ

・乾燥・半乾燥地域の水循環

・斜面水文学

・現境水文学

主な飴文

・有機塩素系化合物に起因する地下水汚染の検知技術の改良と汚染規模の定Iit化手法

の開発.文部省科学研究質(拭験研究B)平成7年度研究成果報告，144p，】996

・放射性廃棄物処分に関する地圃１１１級の築約と研究の組織化文ＩＮＩ行科･`族研究費(総

合研究B)平成7年度研究成果慨告,212p’１９９６

・RcchargeDeveIopmentandUscoIGroｕｎｄｗａＩｃｒｉｎＵＡ.E・Grant・ｉｎ､aid

lromtheMinistryofEducalion，ScienceandCulturcIorlhcMonbusho

､水文環境ｱｾｽﾒﾝﾄ(そのI)-その基本的邪項-.国境行醜32(,),37-53」

…鬮ｱ………と水文…化警…ﾄ鬮興…’

１鱗議霧蕊’
主な著谷

・東京湾の汚染と災害.第４軍：都市河川の災害と汚染.節５価：地下水障害,築地

窃館,85-165,1996

・放射性廃棄物と地質科学一地墹処分の現状と課題一．典京大学111版会,389p､１９９５

－６８－



~￣杉森康宏
ＹａｓｕｈｉＴｏＳｕｇｉｍｏｒｉ

教授

1938.5.17生

TCI：Ｏ４３－２９０－３８５８

Ｅｍａｉｌ：sugimori＠simizuHw,ｃｃ.ｕ‐

tokai・ａｃｊｐ

ＱＷＬＯ２２１１＠ｍ｢tyscrvc・ｏｒ.jｐ

学歴：大阪大学大学院Ⅲ学研究科1968

理学博士

職歴：l968東京大学海洋研究所助手・

文部教T『．】973米【Ｈ１テキサス恩~正人

学研究貝．1975科学技術１丁・脚立防

災研究所研究室災．I97Mqjlij大学iii

洋学部助教授．1980同敬授

所凪学協会：ＰORSEC(PacificOccan

RemoteSensingCon[cTcncc)Ｈｌｌ

会及.海洋理工学会会及，Ⅲ本海洋

学会評護風，日仏海洋学会ﾖｷﾞjHul

専門分野：海洋物理.海洋Jlilリ

研究テーマ

・人工衛生観測による海洋現象の解析一海流`風浪,梅lZlml

・女(侯変動に関する大気・海洋Ⅲ1の棚１K作用

・海洋汚染の拡散の研究一IXilIl・放射IIEの海洋拡散について

主な発表鏡文

・Dispersionofthedircctionalspcctrumofthesurlaccwave，DecpSca
ResearchVoL20,No.8,747-756,1973

．ＡＳｔｕｄｙofthcappIicationorthehoIog｢ammethodtolhcdctcrmination

oIlhedircctionalspeclrumofoccanwaves､DcepSeaRcscarchVoL22,
３３９－３５０，１９７５

．、ecayoIwarm-coreringsbascdonobscrvalionsofdwmiIabIepoIcntial
eneTgy・Deep-seaResearch，Ｖｏｌ,３，No.１１／1２，１５７７－１５９９，１９８６

・RemotelysensedphytopIanklonpigmentconcenlTationpToundJapanusing

lhccoastaIzoneco1orscanncr，［RcdTides]・ElsevicrScicncePubIishing
Company，１８５－１８８．】988゜４

oLagrangianmotionsandgIobaldcnsitydistributiono『Ⅱoillingmatterin

theoceansimuIatcdusingshipdrindala.」ｏ［Phys・ＯＣＣ[Dnogr・Ｖｏｌ､２１．

１２５－１３８，１９９０

・Obscrvationsofeddy【ieldsinthcNoTthweslPacilicbyusinRGcosat

aItimctTy･ScibutsuRescarchPress･SatelIiteRemoteScnsinRoftheOccan

EnvironmenLl32-4al993

葱宙

．海洋リモートセンシング，科学技術広餓財団．未来産業技術，ＶＯＬ２．４９０－５０７，

１９７９

・海洋力学通勤(訳)，黒船１１１版．１－２６３，１９８１

・応用画像解析(海洋のリモートセンシング紐)，共立１１１版，１９８１

・海洋環境光学,東海大学出版会・共立111版,No.8`114-118,1983,9

・Sale1IiteRemoteSensingofthcOccanEnviTonmcnt，ScibutsuRcscarch

Prcssol993

近藤昭彦
AkihikoKondoh

助教授

1958.1.23生

Ｔｅ此Ｏ４３－２９０－３８３４

ＥｍａｉＩ：kondoh＠届irccr､chiba-1Lac・

ｊｐ

学歴：千葉大学理学部地学科1980.筑波

大学大学院IUTt製1M地球科学研究科

1985.理学岬士

職歴：筑波大学水理笈験センター文部技

官.東ji(祁立大学蝿学部地即学敬室

助手.筑波大学地球科学系鋼師．

1995現壼

研究テーマ

自然地理学,水文学分野における研究対象，よって環塊に関わる締現敬全般が研究対

象であり．リモートセンシング,地理愉報システムをおもな手段とする。

主な発表箇文

・ChangesinEvapotranspiTalionduetoAnlhoTopogenicCbangesinLand

CoverinMonsoonAsiaJoumalollheJapanSocietyoIPhotoHTammetTy

andRemoteSensing,３４(4)．13-21,1995.

．RelationshipbetwecnthcGIobaIVcgetalionlndexandlheEvapotranspira-

tionsdeTivedfTomClimaloIogicalEslimalionMcthodsJournaloltheJapan

SocietyofPhotogrammelTyandRemoleSensing,３４(2)．６－１４．１９９５．

．匹島市市街地におけるランドサットデータによる卸度圃度と父(出および都市キャノ

ピー層の櫛造との対応関係．地学雑謎.104,225-238,】995.

．極致の手法によるモンスーンアジアの蒸発舷、推定航の比皎．【1本水文科学会誌

;鰍繍蕊鰯ｗｉ１ｊ二
所凪学会：日本リモートセンシング学会．

1-1本写真測且学会．１１本水文科学会．

川本水文・水質dirit会．【1本地形学

迎合．日本地理学会，Ⅲ本地「水学

会，Ｈ本応用地質学会．地すべり学

会，日本女(象学会，日本鯏四妃学会，

IJII際水文他聞学会(】ＡＩＩ)，地H1Ⅱ敬ｆＴ

学会

専門分野：自然地剛学.水文学

－６９－
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唐常源

ChangyuanTang

助教授

1957.8.31生

ＴＥＬ：Odl3-290-3836

Emaルcylang＠届ｉｒ.ｃ『･chibIl.u、KIC・

ｊｐ

学歴：中国中山大学地理学系1982卒,筑

波大学地球科学研究科1985,Ｅｕ学側

士

職歴：千葉大学助手,1995現職

所屈学協会：日本地下水学会．日本水文

科学会,アメリカ地球物El1学会．uIU

国地理学会

専門分野：水文学.水環境モデリング

研究テーマ

･水文GISの櫛築に関する研究

･地域地下水データベースに11Uする応111研究

主な発衷瞳文

oThecharactcristicsofwaterandso1utctransportinpinuslOrest･ＩＡＨＳ

ＰｕｂＩ・No.２１５０３４７－３J1801993．

oTheRelationshipbetweenTTichIoroethy]ene(TCE）andCIay･ＩＡＨＳＰｕｂＬ

Ｎ０．２１９．１９９３

･筑波森林試験地における土壇水分・地下水変動に伴う水Bi変化について,水工学譜

文典,37.253-258.1993.

．SeasonaIchangesofgToundwateTchemist｢yinMiyaIokcmire・InWctIand

Management（Ed･FaIconer.Ｒ､A,amdGoodwin,Ｐｂ）ThomasTeIlbrd,２６０－

269.1994.

･筑波森林試験地における渓流水質の踵１１》変動,水工学鏑文典.39,215-221.1995.
●

･Expenmentsonbehavio届ofNAPLsinunsatumIcd-saturatedzoneunder

thcconditionsofachangingwalcrtable，ＩＡＨＳＰｕｂｌ・No.2２７．１５７－１６４．

1995.

･飽和条件下におけるトリクロロエチレンの挙動にllUする爽吸的研究．日本水環境学

会議１８(4),290-296,1995.

竹内章司

ShojiTakeuchi

客興助教授

1947.12.23生

Tel：０４３－２９０－３８５９

Email：takeuchi＠rcstec・Ｄｍｐ

学歴：東北大学大学院工学研究科11Ｉ士狐

程終了1975,滴士i､株式会社入社

1975を経て,現在(1M)リモート・セ

ンシング技術センター研究ＩＭＩ主任研

究興

所属学会：日本写JqiilIH学会bn本リモー

トセンシング学会,晒子１W側i､(3学

会

専門分野：リモートセンシングデータの

画像処理,合成０９ロレーダデータ処

理

研究テーマ

合成011ロレーダデータ解析手法の研究

主な発表酋文(蝿t近2年111）

･ImageRcgistrationbetwecnSARaTｌｄＴＭＤａｔａＵｓｉｎｇＤＥＭａｎｄＳＩａｎｔ

ＲａｎｇｅｌnfOrmationpProc.ｏ「IGRASS'９３Symposium，1993,8(Tokyo）

･ＳＡＲ標耶処理データのための２次補正方法,写奥HMmとリモートセンシング，Ｖｏ】、

３４，No.２ｐ１９９５．

oAmaIysisofthelnfluenceofLandCoverConditiomsomSARBackscatter

UsingSimuuaneousSARandTMDaIa､写真測、とリモートセンンング,VoI．

34,No.５，１９９５．
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KojiKmjiwnra

鯛師

1962.9.28生

ＴＥＬ：０４３－290-3845

Email8kaji＠庵iにc肛chiba．u､、c･jｐ

学歴：千雄大学工学部1987卒.千鱗入学

El然科学研究科1992,1W±（二I:学）

風歴：日本学術振興会特別研究ｕ･干躍

大学映像隔測研究センター助手，

1995現職

所属学会：日本写真副ｍ学会

専門分野：リモートセンシング1:学

研究テーマ

･litlI2リモートセンシング

･グランドトゥルース・データベースシステム棡築

主な発衷蛸文

．ＧIobalLandCoverClnsSific間tionbyPhenoIogicaIMClho《ＩＵ３ｉｎＮＮＯＡＡ

ＧＶＩＤａｔａ`ＴｈｅＡｓｉａｎＰ勘cificRcmotcScnsin唐ＪｏｕＴｎａｌＶｏＭＮｏ」.pp､４１－

5０．１９９１

･ＮＯＡＡＧＶＩデータの太阻天jrim依仔ﾔﾋの検討及びその補正.？;典測Iitとリモート

センシングVOL３０.No.３.ｐｐ､３４－`11.1991

・LandCoverMonito｢ｉｎｇｉｎＡｓｉａｂｙＮＯＡＡＧＶＩＤａｔａ･GcocarlolnIcrnnIionaI

Vo１．４，No.４．ｐｐ､５３－６４，１９９１

．NOAAGVIデータの利111上の''111,点の検Ｊ１･写其測lotとリモートセンシング．Ｖｏｌ、

3ＬNo.3,pp､16-24.1992

．DatmProcessingrorGIobiⅡEnvironmcntalRcscarch,地学雑,Mj,Vol.】02.Ｎｏ．

３．ｐｐ､５９４－６００．１９９３

．、EMPTDductionbyLnnds(HITMImagcsandltsApplicalion「orMilpping

o「Tida】FIal,写真剛111とリモートセンシング.Vol､32,No.3,ｐp50-55.1993

・LandSuitabilityAssessmcnl「oTRcfo｢℃stationinSouthemS1iLanka，写

典測Ｈ１とリモートセンシング,ＶＯＬ３２.No.5,ｐｐ､4-12,1993

・Consid⑭ｍｌｉｏｎｏｎＰｒｏｂｌｅｍｓｏｌＮＯＡＡＧＶＩＤａtafoTGIobaILandCovc「

Monito｢ing，GeocartolnlcrnalionaIoVo１．９．No.４，ｐｐ､５－１６，１９９４

変ＩＮＩ協純

YoshizumiY霊und、

1935.4.3生

牧授

TCI：Ｏ４３－２９０－３２５８

Ｆａｘ８Ｏ４３－２９０－３２７０

EmaiI：yasuda＠icatj･chiba.u・ac､jｐ

学歴：千葉大学工学部工業化学科写山映

iliiHM攻.東京工業大学1978,工学１Ｗ

士

職歴：千葉大学工業短期大学'111助手，千

蕊大学工学部助教授,1988現職

所属学協会：応用物理学会，日本光学会，

'三1本写真測湿学会，AGUASPRS，

IST

専門分野：パターン認濁i，画像処理，セ

ンシングシステム

研究テーマ

･画像の処理,解析,評価,認鐡,11M解.および,それらの応111

・センシングシステム

･衝ji1統囎学

主な発塞堂文

･小災の分光反射特性の測定；ﾂｶﾞ奥測、とリモートセンシング(1978）

･水IHの分光反射特性：写山測、とリモートセンシング(1980）

･主成分分析による時系ﾀﾞﾘIni生１１１敵データの総合特性位の解析,写jMiI1Ilnとリモート

センシング(1991）

･11$系列IiUi生指数データのフーリエ解析,写lmillIIHとリモートセンシング(1992）

･銃i１１･手法によるエアロゾルパスラジアンスの評価とCZCSデータの太父(効果Ｎｉ正へ

の応ｉｉｉ・写具測litとリモートセンシング(1992）

･路面ひびわれ画像の自助担蝋.写奥測、とリモートセンシング(1995）

主な薯密

。「リモートセンシング」Ｗ1打11P店(1976)(共著）

．「字iliからの眼」朝倉H1店(1979)(共務）

。「海洋国境光学」東海大学111版会(1985)(共著）
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岡山浩

IliroshiOkayama

蹴師

1943.3.29.生

TCI：ＯｄＩ３－２９０－３８４３

EmaiI：Okayama＠rsirc.ｃ瓜chibm.

ｕ･ａＣｊｐ

学歴：東京理科大学理学部物理学科

1965,東京理科大学大学院理学研究

科1967,19士(理学）

所属学会：応Ｈ１物理学会,日本光学学会，

日本リモートセンシング学会，アメ

リカ光学学会(OSA)，アメリカ写奥

測量とリモートセンシング学会(ＡＳ

P)，アメリカin;Kmi侭学会(IEEE)，

アメリカ画像科学と工学学会(lST）

専門分野：応用光学

研究テーマ

･光のゆらぎに関する光学的ilM定

・リモートセンシングシミュレータによる二方向反射の胖価

主な発塞瞳文

oIndicatTicesoftheearthsurmccmflectionfromLandsatMSSdata･AppIied

Optics.Ｖ01.22.No.22,3652-3656（1983)．

oExperimentalveTificationofnonrccipTocalresponseinlightscattering

fTomroughsu｢facebAppIicdOpics､Vol23,Ｎｏ．19,3349-3352（1984)．

CExpcrimcntsonsbadowingef化cIsusingamodelJournmloftheRemote

SensingSocietyofJapan,Ｖ01.9,No.3,315-318（1989)．

．ｃomparisonsofindicatTiccsofdesertandurbanareasobtainedfrom

LandsatMSSdata,ApplicdOplics,Vol､３１，No.9,1279-1285（1992)．

石山隆

Takashilshiyama

助手

1942.5.3生

T℃l：043－2９０－３８５１

EmaiI:ishiyama＠応iに.ｃ｢・chiba．

u･ａｃ･jｐ

学歴：東京理科大学理学部２部化学科

1968,1994学術１W士

職歴：1970千蕊大学工学1m教務戯瓜‘

1976千蕊大学工学部助手，1995現

職

所属学漣会：日本リモートセンシング学

会

会

日本写真刺、学会．日本沙漠学

東京地学協会，American

SocielyfOrPhotogrammclryand

RemoにScnsing

専門分野：環境リモートセンシング

研究テーマ

･植生および土壌のスペクトル解tIf

･衛星データによる乾燥地.半乾蝿地の環境調査

主な発壷瞠文

･AngularCorTectionofSeaSurfaceT℃mperatumobservcdbyThermal

Inrrar巴dRadiometerblntemationalJoumalofRemoleSensing、１４(7ｋ1339-

'３４１６．１９９２．

･VariationofSandReneclancewithMoistureContcnt，JournalofArid

LandStudieS239-43.1992.

･タクラマカン沙漠の地表状態の飼査,地学雑誌,130(4).334-351,1994.

･EstimationofYearlyChangesofWatercheslnutBiomassinLakcNor8h

InbanumabasedonLandsatTMdataJoｕｍａＩｏｆｔｈｃ」apanSocietyof

PhotogmmmetryandRemotcSensing’３３(4)，６－１４．１９９４．

･RemoleSensingoftheDensityofWaterchestnuqLcavcsonthcWater

Surface，JoumalofthcRcmotcScnsingSocietyofJapan，１４(3)．４９－５５，

1994.

oGToundSuTlaceFeaturesorTak1imakanDeserloT・lshiyama．Ｋ･Tsuchiya

ａｎｄＳ・Sugiham，AdwlnccsinSpzIccResearchD17(8)．ｐｐ.(8)４１－(8)48,

PergamonP｢ess(U､K,)，1996.
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岡野千春
ChiharuOkamo

助手

1961.5.2生

TCI：Ｏｄｉ３－２９０－３８５９

Email:Okano＠rsiTc.c『･chiba．u､ac・jｐ

学歴：明治大学農学部腿学科1984.千葉

大学自然科学研究科1994農学１Ｗ

士

画歴：科学技術庁科学技術振興調壁YH

｢Ⅲ点基礎研究」非常勤戯F1，１９９５

年現職

所､l学会：日本土壌肥料学会，日本写奥

測凪学会，システム農学会

専門分野：植物栄養学,術凧IdWI：学

研究テーマ

・リモートセンシング技術を利lWIしたIni物栄養診断にIlUする研究

主な聖袈堕文

･多時期ランドサットＴＭデータによる-1-脇平野の作付図の作成，システム農学，９

(2),８２－９１（1993）

・ランドサットＴＭデータによる収穫jU]におけるテンサイの鮒分．根Ⅲの推定と生

醗高の評lEi耶例．システム農学.１０(1)．１１－２０（1994）

･術凪データを利用した1993年冷温聾の被害解析，てん菜研究会轍．36,172-179

（1994）

・ランドサットＴＭデータによるテンサイの窒紫吸収風の評価．システム農学，１１

(2)，137-144（1995）

主な著笹

H1業リモートセンンング(共懇)piMl圃倣(1996）

黄少１Ｗ

ShaoboHuang

助手

1962.6.5生

Tel：０４３－２９０－３８５９

Ema加shaobo＠届iにｃＴ・chiba.

ｕ･ａＣ･Ｊｐ

学歴：中国iW華大学工学部愉報工学科

1985,東京大学大学院工学系研究科

1９９２

職歴：1995現職

所属学協会：日本写真測趾学会.地理燗

報システム学会

専門分野：1W報工学.環境リモートセン

シング,ＧＩＳ

研究テーマ

グローバルＧＩＳにおけるデータ処1,技術に111Ｉする研究.データベース技術にＤＩＩする応

Nl研究，リモートセンシング技術を用いた土地被圃の現状と変化に関する研究

主な発表菖文

･OptimizationTechniquconSpatio･tcmpomllnterpolationfOrDynamiｃＧＩＳ･

Pmcecdingofl6th.ＡＣＲＳ,NakhonRatchasima0ThaiIand．1995.

．AppIicationofGcmeticAlgorithmstoSpatio,tempomllntcrpolationorＣｌａｓｓ

VariablcData，ProcecdimgofGISAM／FMASIAoBangkokoThaiIand,ｐｐ．

、－２０１９９５．

oSpheTicalTesseⅡationSchemcsIOrG1obalGIS，PToceedingo「１５th・ＡＣＲＳ，

BangaIoTeoIndia･Vol･IIppp･’－５０１９９４．

．Repr℃sentationofTcrrainSuTIaceandltslnterpolationMethodIOrLargc

ScaIeDigitalMaps･PToceedingofl3th．ＡＣＲＳ･UlaanbaataToMongoIia，ｐｐ．

Ｈ－２－３，１９９２．

・ADigitalSpaceModel-Th唾cDimcnsionalmodel1ingtechniquｅｏｆＵｒｂａｎ

SpaceinaGISEnviTonmenLPmceedinｇｏｆＩＳＰＲＳｐＣｏｍｍｉｓｓｉｏｎｌＶ

Washington,ＵＳＡ．Ｖ01.29．ＰａｒｔＤｌ０ｐｐ､２５７－２６４．１９９２．
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縄災担当久世宏明．近藤IMI彦，li1f1iIr源

表紙デザイン石山隆／印MII正文社

表紙ReflectionofSunLightonEaTthSurface

「CEReSが地球環境問題の解明にかかわっていることを

イメージし,地球表面に太陽光が反射してHill<悩景と，空

IⅢにわずかにただよう大気をデザインした」

裏表紙「ＡＶHRRデータMonthlyNDVIのクラスター

分析」（本文９ページ参１１(1)

〒263干葉市稲毛区弥生町１－３３

干葉大学環境リモートセンシング研究センター

電話O43-251-1111FAXO43-290-3857

岐寄駅ＪＲ総武線西千葉駅下Ili徒歩４分


